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漢蔵和五訳対照 「維摩経」菩薩行品
一 有尽 と無尽と言われる法の贈別章一付研究

高 崎 正 芳
1

(1)

仏説維摩詰経。呉月氏優婆塞支謙訳。〔支〕1.

菩薩行品第十一

是時鱗 二醗 瓢 曝 聯 忽然購 購 ・一嫌 会盟 金亀 賢者騰 彫

言。世尊。是魂誰卑瑞座。而此場地広厳事。一切衆会皆見金亀 仏竃阿難。是

維摩詰文殊師利大衆欲来故先為此瑞応。
1!ニ ー

くむ

維摩詰所説経。挑秦三蔵鳩摩羅什訳。〔什〕 豆.

菩薩行品第十一

是時仏離 蝿 羅隅 其地忽絋 鱗 事.切 衆会酢 銘 騰 白仏蔑
　　 　 へ 　 　ぞ

世尊。以何因稼有此瑞座。是処忽然広博厳事。一切衆会皆作金色。仏告阿難是

維摩詰文殊師利。與諸大衆恭敬囲続。発意欲来故先為此瑞応。
ニ ー1/1/二 一

く　　

説無垢称経。,大唐三蔵法師玄婁奉詔訳。〔玄〕 皿.

菩薩行品第十一

仏時猶在奄羅衛林為衆説法。於衆会処。其地歎然広博厳浄。一切大衆皆現金
へ 　の じ 　 へ へ

色。時阿難陀即便白仏。世尊。此是誰之前相。於衆会中歎然如是広博厳浄。一
　 　　 こ れ 　　

切大衆皆現金亀。仏青具寿阿難陀日。是無垢称与妙吉祥。將諸大衆恭敬囲続。

発意欲来赴斯衆会現此前相。レ!三 ニ ーニ ー

RgyagarskadduArya・Vimalakirti-Nirde6a・N義maMah義y5na・

Stitra.
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Bodskaddu,PhagspaI)rimamedpargragspasBstanpa/Zes

byabaThegpachenpo'iMdo.
`

(Lotsha6α ∂α724θChosπ ε4tshulkhrimsノ 砂乞∫bsgPturo動,、 ζ榔'θgtαn

laカhabPa・)〔Ch・ 〕]V

(Zadpada血mizadpa2esbyaba'ichoskyirdzohskyile'uste
くの

bcupa'o.)

Yahde'itsheBcomldan'dasAmrasruhba'itshalnachosstonpa'i

'khorgyikhamsdeyahrgya'che乏ihyahspargyurto .'Khordeyah

gsergyikhadogltabur'duggo.DenasBcomldan'das翌atshedah

ldanpaKundga'bos'diskadcesgsolto:

Bcomldan'das,'diltarAmraSruhba'itsha1'dirgyachezihyahs

patgyurpadah'khorthamscadkyahgsergyikhadogtugda'ba
'disu'ishaltaslags

.

Bcomldan'daskyisbka'stsalpa:

Kundga'bo'diniLidtsabiDrimamedpargragspadah,'Jam

dpalgをonnurgyurpag五is'khormahposyohssubskorcihmdun

dubdarte,deb乏ingSegspa'idruhdu'ohba'ishaltasso.

くの

〔和 訳 。 高 崎 正 芳=高 〕V.

イ ン ド語 で``Arya・Vimalakirti・Nirdesa・Nima・Mahay瓦na・Sfitra,,聖 無

垢 称 宣 説 と名 付 け る 大 乗 経 。 が
チベ ッ ト語 で``'PhagspaDrimamedpargragspasBstanpaZesbya

baThegpachenpo'iMdo"聖 無 垢称所説 と名付 け られ る大乗経。

(訳 官僧 ・法性戒が翻訳 して校正 し刊定 した)。

(有 尽 と無尽 と言われ る法 の贈別 の章第十)

またその時,世 尊は,ア ームラパ ー リーが護 る園林にお られ,そ の説法 の周

郭 は よ り大 き く広 くな って,そ の会衆 も金色の様であ った。

そ の時,長 老 アーナ ソダ(阿 難陀)は,世 尊に,こ の言葉を 申 し上げた(お

尋ね した)。 「世尊,こ の様に アームラが護 る園林 〔の説法周郭〕が大 き く広 く

なってすべ ての会衆 も金色 であるのは これ は何の前相 で し ょうか」。 世尊 は,
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お 言葉を述べ られた(お 答 えに なった)。 「アーナ ンダ よ,こ れ は リッチ ァビィ

のヴ ィマラキールテ ィ(無 垢称)と マ ンジ ュシュ リー(妙 吉祥)と の二 人が ,

大 衆に と りか こまれて尊敬を受け なが ら,世 尊 のそ ばにや って来 る前相 です」。

〔支〕

難 纏 灘 文殊鰍 吾堪 如募 此諸大人亘糧 仏礼事騰 文獅 利

言。善哉行　宜知是時。是時維摩詰。即如其象而為神足。使一切衆立其右掌。,
に 　 　 こ の こ へ ま 　 　

井諸師子座共行一詣仏。

〔什〕

於是維摩詰護文殊師利。可共見仏是諸菩薩礼事供養。文殊師利言。善哉行　。
に 　 　 　 に 　　 　 よ

今正是時。維摩詰即以神力。持諸大衆井師子座躍於右掌往詣仏所到已著地。稽一
へ 　 へ 　 へ 　 　 　 　 　

首仏足右湛七匝。一心合掌在一面立。

〔玄〕

時無垢称語妙吉従。我等今応与諸大士詣如来所頂礼供事曜一仰世尊聴一受妙法。

妙吉祥日・今正是晦 同行　・時無垢槻 神通屯・簿 大衆礎 本処瓶 確

箪 掌塾 往言tL仏晦 旧#地 ・恭徹 卿L世 轍 馬 右続七匝却壁 再 嘔
合 掌 徹 然 而 立 。

〔Ch〕

DenasLidtsabiDrimamedpargragspas'Jamdpa19乞onnurgyur

paIa'diskedcessmrasso:

'Jamdpal
,semscanchenpo'didagkyahdeb乏ing≦egspamthoh

2inphyag'tshalbar(226a)'gyurgyisyubucagBcomldan'das

kyidruhdu'dohho.

'J
amdpalgyissmraspa:

Rigskyibudag,dade'iduslababpar≦esna'doflho.

DenasLidtsabiDrimamedpargrags、pas'diItabu'irdsu'phruI

m血onpar'dubyabamhonpar'dubyaspasjiltar'khorthamscad

sehge'ikhridedagdahbcastelagpagyaspε ゴistehdub2agnas,

Bcomldan'dasgalabaderdohstederphyinpadah,dedagsa

lag2agste,BcomIdan'daskyi2absIamgobosphyag'tshalnas,

Bcomldan'daslaIanbdun'dubskortephyogsgcigtu'duggo
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〔高〕

その時,リ ッチ ァピィの ヴィマ ラキ ール テ ィはマ ソジ ュシ ュリーに この言葉

を語 った(告 げた)。 「マ ンジ ュシュ リーよ,こ れ らの大有情 もまた,如 来を拝

見 し礼拝 しよ うと してい るか ら,わ れわれ もい っ しょに世尊のそばへ まい りま

しょう」。 マ ンジ ュシュ リーが答 えた。「善男子達 よ,そ の時に来た事を知 って

まい りま しょう」。

その時 リッチ ァ ビイの ビマ ラキ ールテ ィは,こ の様 な神通力を現 わ した。彼

らすべての会衆を右手の上に置 き,世 尊のそばの処 に行 ってそれ らをおろ し,

す べての会衆を地上にお き,世 尊のみ足に頭をつけて礼拝 し,世 尊の まわ りを

七度右続 して一方に停 まった。

〔支〕

既到諸菩薩皆避 坐而下。稽一首仏足却住一面。諸大弟子釈梵四天王。稽一首仏
　 　 へ こ へ 　

星皆住一亘。於是世尊問一訊諸菩薩。使各復坐。即悉受教衆坐已定。　 じ　 　 　
　 　

〔什〕

其諸菩薩即皆灘坐穫一首仏星。亦続七匝於一亘立。諸大弟子釈梵四天王等。

亦嘩 座穫一首仏壁 頑 鵡 難 鱒 如法騨 諸菩薩酪 纏 竺 賭 騨

衆坐巳定。

〔玄〕

諸大菩薩下師子座。恭敬頂一礼世尊双足。 右続三匝却住一面。 向仏合掌撮然
　 　 へ 　 　 　 　げ

而立。諸大声聞釈梵護世四天王等亦皆避坐。 恭敬頂一礼世尊双足。 却住一面向
　ぞ こ へ ここ の 　ぞ

仏合掌イ嚴然而立。於是世尊如法慰一問諸菩薩等一切大衆。作是告言。汝等大士。
　　 こ 　 こ 　

随其所盛各復本坐。時諸大衆蒙仏教勅。各還本座恭敬而坐。

〔Ch〕

Denasdeb2ing≦egspaSposmchogbrtsegspa'isahsrgyaskyi2ih

naslhagspa'ibyahchubsemsdpa'dedagkyahsehge'ikhriIasbabs

te,Bcomldan'daskyi乞abs〔235b〕lamgobosphyag'tshalnas,Bcom

ldan'daslathalmosbyartephyag'tshal2ihphyogsgcigtu'khod

do.Byahchubsemsdpa'semsdpa'chenpodedagdah,fianthos

chenpodedagthamscadkyahsehge'ikhrilasbabste,Bcomldan
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'd
askyi2abslamgobosphyag'tshalnasphyoggc三gtu'khoddo .

Deb2indubrgyabyindah,tshahspadaft,'jigrtenskyohbadah,

1ha'ibudedagthamscadkyahBcomIdan'daskyi2abslamgobos

phyag'tshalnasphyo99cigtu'khoddo.

DenasBcomldan'daskyisbyahchubsemsdpa'dedaglachos

kyigtamgyisyahdagpardga'barbyasnas'diskadcesbka'stsal

to:

Rigskyibudedag,rahrahgisehge'ikhrila'khodcig.

BcomIdan'daskyisdeskadcesbka'stsalnasdedag'khoddo.

〔高 〕

復,最 上香如来 の仏国土か ら集 まった彼等菩薩 も獅子座か らお り,世 尊 のみ

足に頭をつけて礼拝 し,如 来に手を合せ礼拝 し一処に仔んだ。彼 のすべて の菩

薩大士 と大声聞 もまた獅子座か らお り,世 尊のみ足に頭をつけて礼拝を し一面

に停んだ。

同様に,彼 のすべての帝釈天 と梵天 と四天王 もまた,如 来のみ足に頭をつけ

て礼拝を し一面に停んだ。

その時世尊は,そ れ らの菩薩に法語に よって慰問 されてか らこの言葉を語 ら

れた。「善 男子達 よ,自 己 自身の獅 子座に座 しな さい」 と。 世尊はその言葉を

彼等に語 られてか ら坐 られた。

〔支〕

仏 語賢者 舎利 弗言。汝 已見菩薩大士之所為 乎。対 白唯然 已見。仏 言。 以何等

櫛 騨 転 対 白賄 租 念匁 夢ヒ敵 図ヲ匡願 測・糊 驚 不 可騰 騰

問仏。今所聞香 自昔未有。是為何香。仏言。是彼菩薩身毛孔之香也。
」/レ'γ レ ニ ー

〔什〕

仏護舎利弗。汝見菩薩大士自在神力之所為乎。唯然已見。於汝意云何。世尊。

饗 其麹不可思議・撞 卵図鞭 騨 爾時騰 卑仏言・鱒 ・今所聞碑 昔

禿有。是粒何香。仏萱阿難。是彼菩薩毛孔之香。

〔玄〕

爾時世尊告舎利子。汝見最勝菩薩大士自在神力之所為乎。舎利子言。唯然已
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見。世尊復問。汝起何想。舎利子言。起難思想。我見大士不可思議。於其作用

神力功徳。不能算数不能思惟。不能称量不能述歎。時阿難陀即便白仏。今所聞
　 　の こ 　 　ゑ こ 　 じ こ 　り 　げ こ 　 じ 　げ

香昔来未有。如是香者為是誰香。仏告之言。是諸菩薩毛孔所出。
レ!L/ニ ー/V

〔Ch〕, 　
DenasBcQrロ1dar1'daskyisSari'ibula'diskadcesbka'stsalto:　
Sari'ibu,khyodkyissemscangyimchogbyahchubsemsdpa'

rnamskyirnampar'phrulpamthohham

Gso!ba:Bcon≧1dan'das,mthohlagsso.

Bcomldan'daskyisbka'stsalpa:Delakhyodkyi'du≦esjilta6ur

skyes

Gsolpa:Bcomldan'das,bdagdeIabsamgyismikhyabpa'i'du≦es

skyeslagsso.

Jiltarサsampadah,92alpadah,(226b)bgrahbarminuspade

ltaburdedaggibgyidpabsamgyismikhyabpamthoflfio.

DenasBcomldan'daslatshedahIdanpaKundga'bos'diskadces

gsolto:

Bcomldan'das,shonmamnamspa'idri2iggda'na'diltabusu'i

drilags

Bcomldan'daskyisbka'stsalpa:

Kundga'bo,byahchubscmsdpa"didaggisluskyispu'ikhuhbu

thamscadnasdribyuhbayinno.

〔高 〕

その時世尊 は,シ ャー リプ トラに この語をお語 りに なった。 「シャー リプ ト

ラよ,あ なたは有情 の最 も勝 れた菩薩達の神通力を見たで しょう。 〔シャー リ

プ トラが,お 答 え して〕言 った。「はい世尊拝見 じま した」。世 尊はお語 りにな

った。 「そ の時,あ なたに どの様 な想 いが生 じま したか」。〔お答 え して〕 言 っ

た。「はい世尊,そ の時私は不可思議 の想 いを生 じま した。 思索 と思量 と数 え

る事 のできない様 な,そ の様 な不可 思議 を拝見 しま した」。

そ の時世尊 に,長 老 アーナ ンダは この言葉 を語 った。「世尊,以 前 には聞い

た事が ない香をか ぎま したが,こ の様 な香 は何 の香 で ござい まし ょう」。 世尊

が語 られ鵡 「ア ーナ ンダよ,こ れは菩薩 のすべ ての身毛孔か ら香 りを生ず る
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のです」。

〔支〕

舎利弗告賢者阿難我等一切諸毛孔亦得是香。阿難言。此所従出。日是維摩詰

従香積仏取飯。於舎食者一切毛孔皆香若此。阿難問日。是香気転能久如。維摩
へ へ 　　 　ぞ 　ぞ

詰答言。至此飯消。日此飯者幾時而消。答日此飯住止至七 日七夜。後乃消化而

随所悟。若弟子行者。服一食此飯不得道終不消。
　げ 　げ こ へ 　 　ぞ 　ぞ

〔什〕

吟是舎利弗遜阿難言。我等毛孔亦出是鳶 阿難言。此所従塞。日是長者維摩

詰。従衆香国取仏余飯於舎食者。一切毛孔皆香若此。阿難問維摩詰。是香気住
へ の 　 れ 　 　げ こ 　

当久如。維摩詰言。至此飯消。日。此飯久如当消。日。此飯勢力至干七 日然後
ここ へ 　ぞ 　 へ

乃消。又阿難。若声聞人未入正位食此飯者。得入正位然後乃消。
レ!二L一 レi/ニ ー

〔玄〕

時舎利子誕阿難陀。我等毛孔亦出是香。阿難日,如 是妙香仁 〔者〕等身内何
つ の ぶ 　 じ　

縁而有。舎利子言。是無垢称 自在神力。遣化菩薩往至上方最上香台如来仏土。
こ へ ほ　 　 　

請得彼仏所食之傘。琴奪室屯僅諸大選。其間所有食此匙者。一切毛孔皆出是香。

時阿難陀阻無垢梅 是妙香気導β…久処 無垢称言。乃至此食杢皆消馬 其香猶

住。阿難陀日。如是所食其経久如当皆消尽。無垢称言。此食勢分七日七夜住在
　ぞ 　 へ

し 　ぞ こ

射蝿 是已後乃噸 濃 難久未獅 禿牌 具磯 知・諸声聞乗整 正性離

生位者。若食此食。要入正性離生位已然後乃消。

〔Ch〕
　
Sari'ibuskyaflsmraspa:

TshedahldanpaKundga'bo,khobocaggiluskyispu'ikhuh

buthamscadnaskyah'diltabu'idribyuhho.

Smrsapa:Dricilasbyufl

Smraspa:LidtsabiDrimamed〔236a〕pargragspatdisdeb2in

9≦egspaSposmchogbrtsegspa!isahsrgyaskyi2ih'jigrtengyi

khamsSposthamscadkyidrimchognas2alzasblahste,zosso

cogthamscadkyilusIas'diItabu'idr三byuhho.

DenastshedahldanpaKundga'bosLidtsabiDrimamedpar
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gragspala'diskadcessmrasso:

Dri'dijisridkyibardu'chagspaピgyur

Smraspa:Jisridzasma2uba'ibardub.

Kundgabossmraspa:Zasdeyunjisridna2ubar'gyur　
Smraspa:Zagbdunphragbdungyis2ubar'gyurte,denasyahZag

bdungyibardudesmdahsrgyaspar'gyurro.Ma2uba'ignod

paryahmi'gyurr(). .BtsunpaKundga'bo,dgeslohgahhespala
ma2ugspaszas'dizosnadedaghespala2ugsnade'jubar'gyur

ro.

〔高〕

シァー リプ トラは また語 った。 「長老 ア ーナ ソダよ,私 達 のナベて の身毛孔

か らもこの様な香 りを生ず るのです」。 〔アーナ ソダが〕言 った。 「それは何か

ら生ず るのですか」。 〔シァー リプ トラが〕 言 った。 「これ!ま リッチ ァビィの ヴ

ィマ ラキ ール ティが,最 勝香積如来 の仏国土世界 の,す べて の香の妙香に よる

口食を取 ったので,食 べおわ ったすべての身 体 か らこの様 な香 を 生 ず るので

す」。

時に長 老 アーナ ソダは リッチ ァビィの ヴィマ ラキ ールテ ィに この言葉 を語 っ

た。「この香 は どれ くらいの間,発 露す るで しょう」。〔ヴイマ ラキールテ ィが⊃

語 った。「食物 を消化 しない限 りの問です」。 アーナ ソダが言 った。 「その食物

の消化は どれ くらいの間で しょう」〔ヴィマ ラキールテ ィが〕言 った。「七夜,

七 日間に よって消化す る事にな るで し ょう。 またその時七夜の間,食 物 に よる

力を長 養す る事にな るで し ょう。また不 消化 をわず ら う事 にな らないで し ょう。

大徳 アーナ ンダよ,も し比丘(達)が 決定位に入 らないで,こ の食物 を食べた

な らば,比 丘達が決定位に入 った時に,食 物は消化す るで し ょう」。

〔支〕

其食此飯而中止者則不消也。 新行大道而服一食此飯。 不得法忍則亦不消。若
ニ ー レ ニ ー一 ニ ー レ ニ ー7

得法忍而食此飯。至一生補処其飯乃消。警如阿難。阿昏陀薬其香遍一室。皆作
下

蜜香気。悉消衆毒薬気乃歓。此飯如是未孚即消。至諸垢毒一切除尽飯気乃消。
一 ニ ー 上

阿難日。彼以仏事作此飯耶。

レ 二 一 下 ニ ー 上



漢 ・蔵 ・和五訳対照 「維摩経」菩薩行品9

〔什〕

已聖正座奪此越者。懲 心解瞠然後乃消。若考髪大乗童奪此越者。至難意乃消。

已発意奪此越者。径無生遥然後乃消。已径無生迅奪此越者。至一生補処然後乃

消。 讐如有薬名日上味其有服者身諸毒滅然後乃消。 此飯如是滅一除一切諸煩悩
　 　　 こ 　 じ よ ど こ

毒然後乃消。阿難白仏言。未曽有也。世尊。如此香飯能作仏事。
へ 　　 　ぞ 　 　

〔玄〕

杢離縫者。若食此毎 要得離麩然後乃消。未解睡者。若食此奪。要心解脱然

後乃消。諸有大乗菩薩種性未発無上菩提心者。若食此食。要発無上菩提心已然
　ぞ こ 　 　 へ こ へ

後乃消。巳発無上菩提心者。若食此食。要当証一得無生法忍然後乃消。其已証一

得無生忍者若食此食。要当安一住不退転位然後乃消。其已安一住不退位者。若食

此食。妻 当安一住一生繋位然後乃消。 具寿当知。 讐如世間有大薬王名最上味。
　 　 　 じ 　 こ ぬ こ 　

若有衆生遇一遭諸竃遍一満身者與令服之。乃至諸毒未皆除滅。是大薬王猶未消尽。
　 　 へ 　げ じ　 　 　 へ へ

諸毒滅巳然後乃消。食此食者亦復如是。乃至一切煩悩諸毒未皆除滅。如是所食
　　 　 　 　ぞ こ の 　　

猶未消尽。煩悩滅已然後乃消。阿難陀言。不可思議。如是大士所致香食。能為
　 の じ 　げ 　

衆 生 作 諸 仏 事 。

〔Ch〕

Nespala2ugspagahgis2alzas'dizospadedagsemsyohssuma

grolgyibardumi'ju'o・Semscanbyahchubtusemsmabskyedpa

gahdaggisdezospadedagbyahchubtusemsbskyednade'ju

bar'gyμrro.Byahchubtusemsbskyedpagahdaggiszospade

dagbzodpamathobkyibardumi'ju'().Bzodpathubpagartdag

giszospadedagskyebagciggisthogspana'jubar'gyurro.
'

BtsunpaKundag'bo'diltaste,dpernasmanbroldan2esbyaba

ltorsohnadugthamscadmedparmagyurgyibardumi'juste,

smandephyis'jubar'gyurro・Deb2indu,btsunpaKundga'bo,

fionmohspa(227a)thamscadkyidugmedparmagyurgyibar

duzasde'jubarmigyurte,zasdephyisgdod'jubar'gyurro.

DenastshedahIdanpaKundga'bosBcomldan'dasla'diskadces

gsolto:

Bcomldan'das,2alzas'dinisahsrgyaskyimdsadpabgyiddo.
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〔高〕

決定位に入 ってこの食物を享受 した ところの者は,心 解脱に致るまで消化 し

ません。有情が菩提の心を生 じないでそれを食べた ところの者には,菩 提の心

が生ずる時に,そ れが消化するで しょう。菩提の心を生 じて食べた ところの者

には,堪 忍を得ない間は消化 しないで しょう。堪忍を得て消化 した ところの者

は,一一生補処に入るで しょう。大徳アーナンダよ,こ の様に,た とえば薬味が

有ると言われる食物を受用 した時,あ らゆる毒が無 くならない限 り消化 しない

で,そ の薬は後に消化することになるで しょう。その様に大徳アーナンダよ,

一切の煩悩の毒が無 くならない限 り
,彼 の食物は消化する事にならない し,彼

の食物はその後に始めて消化する事になるのです」。

その時具寿アーナンダは,世 尊にこの語を申し上げた。「世尊,こ の供食は

仏の所作をするのですね」。

〔支〕

仏言。如是如是。阿難。或有仏土以光明作仏事。或有仏土以菩薩作仏事。有
じ じ 　 の こ 　 こ へ こ 　 こ へ こ へ 　

以如来色相名号現作仏事。 有以衣食・苑園・楼閣而作仏事。 有以示一現神通変化
こ 　 　 よ 　 　 　 　 よ 　 じ こ 　

而作仏事。
中 上

〔什〕

仏言。如是如是。阿難。或有仏土以仏光明而作仏事。有以諸菩薩而作仏事。
じ じ 　 　 　 へ こ 　　 　 　 れ 　 よ

有以仏所化人而作仏事。有以菩提樹而作仏事。有以仏衣服臥具而作仏事。有以
ず こ 　 　 よ 　 こ 　 　 よ 　 こ へ 　 よ 　 ご　

飯食而作仏事。有以園林台観而作仏事。有以三十二相八十随形好而作仏事。
　 　 よ 　 こ 　 　 よ 　 　 へ 　 よし

〔玄〕

仏即告言。如是如是。如汝所説不可思議。此無垢称所致香食。能為衆生作諸
レ!匡!ニ ー レ ニ ー 二

仏事。爾時仏復告阿難陀。如無垢称所致香食。能為衆生作諸仏事。如是於余十
　 こ へ 　 　ぞ こ 　 　 よ 　ぞ 　

方世界。或有仏土以諸光明而作仏事。或有仏土以菩提樹而作仏事。或有仏土以

諸菩薩而作仏事。或有仏土以見如来色身相好。而作仏事。或有仏土以諸化人而
一 ニ ー ニ ー 匹!二 一 ニ ー 二 一 ニ ー

作仏事。或有仏土以諸衣服而作仏事。或有仏土以諸臥具而作仏事。或有仏土以

諸飯食而作仏事。或有仏土以諸園林而作仏事。或有仏土以諸台観而作仏事。
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Bka'stalpa:

Kundga'bo,dedebZinte,jiskadsmraspadedeb2inno.Kundga'

bo,〔236b〕gahdagnabyaflchubsemsdpa'sahsrgyaskyimdsad

pabyedpa'丘sa血srgyaskyi2ifirnamskyahyoddo.Ga血dagna'od

kyissaflsrgyaskyimdsad囁pabyedpa'isahsrgyaskyi2ihrnams

kyahyoddo・GahdagnabyahchubkyiSihgissa血srgya忌kyi

mdsadpabyedpa'isa血srgyaskyi2inrnamskya血yoddo.Gahdag

nadeb乏 三ng≦egspa'imtshandahgzugsmthohbassahsrgyaskyi

mdsadpabyedpa'isahsrgyaskyi乏ihrnamskyaflyoddo.Gahdag

nachosgoskyissahsrgyaskyimdsadpabyedpa'isahsrgyas

kyi2inrnamskyahyoddo.Deb2indu2alzaskyissahsrgyaskyi

mdsadpabyedpadaf1,deb2induchudah,skyedmostshaldan,

g乏almedkhahdah,khahpabrtsegspassahsrgyaskyimdsadpa

byedpadagkyahyoddo.Kundag'bo,gahdagIIasprulpassahs

rgyaskyimdsadpabyedpa'isahsrgyaskyi2ihrnamsky孕hyod

do.

〔高〕

仏が語られた。「アーナンダよ,そ れはその通 りであ り,あ なたの言 う通 り

です。アーナソダよ,或 時には,菩 薩が仏のぼたらきをするところの仏国土 も

あるのです。或時には,光 が仏のはたらきをするところの仏国土もある。,或時

には,菩 提樹が仏のはた らきをするところの仏国土 もある。或時には,如 来の

相好や色身を観察 して,仏 のはた らきをするところの仏国土もある。或時には,

法衣が仏のはた らきをするところの仏国土 もある。その様に食物がはたらきを

するのと同じで,河 や園林や楼閣や宮殿が仏のはたらきをす るなどもあるので

す。

アーナソダよ,或 時には,神 変が仏のはた らきをするところの仏国土 もある

のです。

〔支〕

有 以虚静・空無・寂真為作仏事。而使達士得一入律行。有以影・饗・夢・幻・水月・
　 こ 　 　 　の 　　　こ こ の 　 こ

野馬・暁喩文説而作仏事。 有以清浄・無身・無得・無言・無取而為衆人作仏事。 若
一 中 上 下 ニ ー ニ ー 中 上 レ!
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此阿難。不有是義及諸所有。亦不為人作仏事也。
レ ニ ー 三 レ ニ ー

〔什〕

墾 仏身而解 尋 墾 虚空而侮仏尋,衆生噂魅此磯 込靴 ・墾 夢・幻
・影響・鏡中像・水中月・熱時炎如是等喩而作仏事。有以音声・語言・文字而作仏事。

　 の 　 よし 　 　 　 　 　ち

或有清浄仏土・寂箕・無言・無説・無示・無識g無作 ・無為而作仏事。 如是阿難。 諸
こ こ 　 に

仏威儀進止諸所施為無非仏事。
ニ ー/ニ ー

〔玄〕

或有仏土以其虚空而作仏事。所以者何。由諸有情因此方便而得調伏。或有仏
　 け へ 　 へ へ の 　 こ 　 　 　ち こ

土麹諸有情種種文詞。宣∫説幻・夢・光影・水月・影声・陽焔 ・鏡像・浮雲 ・健達縛城・

帝網等喩而作仏事。 或有仏土以其音声・語言・文字。 宣一説種種諸法性相而作仏

事。或有仏土清浄・寂箕・無言・無説。 無詞・無讃・無所推求。 無有戯論・無表 ・無
の こ 　ゐ 　げ こ ね

示。所化有情哩斯寂寒自恭延一入諸塗性椙而鮭仏蔓。 ㌍是滝知。十方世界諸仏

国土其数無辺。所作仏事亦無数量。以要言之。諸仏所有威儀・進止・受用・施為。
　げ し　

皆 令 所 化 有 情 調 伏 。 是 故 一 切 皆 名 仏 事 。

〔Ch〕

Kundga'bo,nammkhassahsrgyaskyimdsadpabyedpa'isahs

rgyaskyi2ihdagkyahyoddo.Deb2indunammkha'dahbarsnah
噛

dagsahsrgyaskyimdsadpabyedde,deltabussemscandedag

'duIbar'gyurro
.Kundga'bo,deb2indurmilamdah,gzugsbrfian

dah,chuzladah,bragca4ah,sgyumadah,smigrgyudah,dper

bstanpadahyigedah,血espa'itshigstonp孕ssemscandedagIa

sahsrgyaskYimdsadpabyedpadagkyahyoddo.

Gahdagnayigernamparrigparbyedpassahsrgyaskyimdsad

pabyedpa'isahsrgyaskyi2indagkyahyoddo.Kundga'bo,gah

nasmrabamedpadah,brjodpamedpadah,mibstanpadan,mi

brjodpassemscandedaglasahsgyaskyimdsadpabyed(227b)

de,deltaburyohssudagpa'isahsrgyaskyi2ihrnamskyahyod

do.

Kundga'bo,sahsrgyasbcomIdan'dasrnamskyispyodlamdah,

10hsspyoddah,yohssuspyodpassemscanrnams'dulba'iphyir
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sahsrgyaskyimdsadpamibyed〔237a〕panigahyahmedd().

〔高〕

アーナンダよ,虚 空が仏のはたらきをするところの仏国土等 もあるのです。

その様に,虚 空や空間等が仏のはたらきをする,そ うした事により,そ れらが

有情を訓育する事になるのです。アーナンダよ同様に,夢 や影や水月やこだま

や幻や陽炎や喩説や文字や実義の訓釈が,諸 の有情に対する諸仏のはたらきを

するものでもあるのです。或時には,文 字を表明 して仏のはたらきをするとこ

ろの仏国土等もあるのです。アーナンダよ,或 時には,無 語や無言や不説や不

言が,そ れらが有情に対する仏のはたらきをする,そ の様な諸の浄仏国土もあ

るのです。

アーナンダよ,諸 仏世尊の行道や享受や受用が諸の有情を訓育するから,仏

のはたらきを しないものは何もないのです。

〔支〕

以此四魔八十四垢。百千種人為之疲労。是故諸仏為作仏事故。此阿難名為仏
ニ ー レ〆 レ ニ ー 二

法。随所行入之法門。菩薩得入此門者。若得一切好大仏土不以喜悦。得不好土
一 下 ニ ー 上/ニ ー ニ ー ニ ー ニ レ!一

而亦不避。其近如来即益起敬。妙哉。一切仏法。以等度人而仏土不同。
レ ニ ー ニ ー レ〆/

〔什〕

阿難。有此四魔八万四千諸煩悩門。而諸衆生為之疲労。諸仏即以此法而作仏
ニ ー1/二 一 二

事。是名入一切諸仏法門。菩薩入此門者。若見一切浄好仏土。不以為喜不貧不
　 じ こ 　 　 　 こ 　 　 　 じ 　　

高。若見一切不浄仏土。不以為憂不磯不没。但於諸仏生清浄心。歓一喜恭一敬未
ニ ー ニ ア レ1/ニ ー ニ ー

曽有也。諸仏如来功徳平等。為化衆生故。而現仏土不同。
;/ニ ー ニ ー6

〔玄〕

又諸世間所有四魔八万四千諸煩悩門。有情之類為其所悩。一切如来即以此法。
こ 　 こ 　

為諸衆生而作仏事。汝今当知。 如是法門名為悟一入一切仏法。 若諸菩薩入此法
二 一 ニ ー5/レ 三 ニ ー 二

門。錐見一切成一就無量広大功徳厳浄仏土不生喜貧。錐見一切無諸功徳雑機仏土
　 じ 　 こ の よ じ こ へ ど 　 こ の よ

不生憂悉。於諸仏所発一生上品信楽恭敬歎未曽有。諸仏世尊一切功徳平等円満。
　 こ 　 こ 　 こ 　 こ け

得一切法究一寛真実平等性故。為欲成一熟差別有情。示一現種種差別仏土。
二 一 レ ミ ニ ー ニ ー
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〔Ch〕

Kundga'bo,bdudb乏ipodedagdah,五 〇nmohspa'isgobrgya

stohphragbrgyadbcurtsab乏issemscanrnamskunnasfionmohs

padedagthamscadkyissahsrgyasbcomldan'dasrnamssahsrgyas

kyimdsadpabyeddo.

Kundga'bo,'dinisahsrgyaskyichosthamscadkyisgor'jug

pa2esbyaba'ichoskyisgoste,choskyisgo'dir2ugspa'ibyah

chubsemsdpa'deIliyontanrgyachenpo、bkodpathamscaddah

mildanpa'isahsrgyaskyi乞i車mamsIa2umpa'ahmed,gohba'ah

med,yolltanrgyachenpobkodpathamscaddahldanpa'i 、sa血s

rgyaskyi乞ihrnamsladga'bayahmed,sfiemspayaflmedde,de

b乏ing≦egsparnamslayaflrabturimorskyeddo.Saカsrgyasbcom

ldan'daschosthamscadm五ampa五idthugssuchudparnamskyi

semscanyohssusminparbyaba'iphyirsahsrgyaskyi乏ihsna

tshogssustonpadenihomtsharto.

〔高〕

ア乙ナ ンダよ,彼 の四魔と八万四千の煩悩の門により,諸 の有情はすべて汚

れてお り,諸 仏世尊は 〔この法により〕仏のはたらきをするのです。アーナ ン

ダよ,こ れは 『一切諸仏の法門に入る』と言われる法門であ り,こ の法門に入

った彼の菩薩は,あ らゆる大功徳を荘厳 し具有する諸の仏国土に於て,恐 れる

ものもないのです。

あらゆる広大な功徳を荘厳具有する諸の仏国土に於て,満 足する事もな く,

誇ることもな く,諸 の如来に対 して大いに尊敬を生ずるのです。一切平等を証

得 している仏世尊が,有 情を成熟させる為に,種 々の仏国土を顕示されるそれ

は未曽有です。

〔支〕

讐如有仏土有地若干道。所覆蓋不若干也。如是阿難。有諸如来為若干像。其
　 　 へ ま へ 　 よ 　 　 　 ここ 　

無擬慧不若 干也。正等 阿難。如来 色身 ・威相 ・性大 。戒 ・定・慧 ・解度 ・知見事 。力 ・

無所畏及仏法 ・慈 ・悲 ・護 ・安。受行寿量 ・説法度人。是故名為等正覚。名為如来。
匹〆 ニ ー ニ ー

名為仏。
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・〔什〕

阿難。汝見諸仏国土。地有若午而虚空無若干也。如是見諸仏色身有若干耳其
　 へ 　 　 こ　 へ 　ぞ ぎ ここ の

無磯慧艇若干也。阿難。諸仏色身・威相・種性。戒・定・智慧・解脱・解脱知見。力・

無所畏・不共之法。大慈・大悲・威儀所行。 及其寿命・説法教化。 成一就衆生浄仏

国土。具諸仏法。悉皆同等。是故名為三貌三仏陀。名為多陀阿伽度。名為仏陀。

〔玄〕

汝 輝 知 ・ 騨 仏 堤 所 依 地 脇 不 冠 ・ 而 上 虚 空 鵜 差 型 魂 鞘 知 ・ 諸 仏

世 驚 髄 熟 諸 鯖 故 ・ 腿 擁 鮪 祠 而 騨 騨 徳 ・騰 究 寛 驕 鵜 差

型r

汝 今 導 知 。 一 切 如 来 悉 皆 平 等 。 所 謂 最 上 周 円 無 極 ・形 色 ・威 光 。.諸 相 ・随 好 ・族

性 尊 貴 。 清 浄 　 羅 ・定 ・慧 ・解 脱 ・解 脱 知 見 。 諸 力 ・無 畏 ・不 共 仏 法 。 大 慈 ・大 悲 ・大

喜 ・大 捨 ・利 益 ・安 楽 。 威 儀 所 行 ・正 行 ・寿 量 。 説 法 度 脱 ・成 熟 有 情 。 清 浄 仏 土 。 悉

皆 平 等 。 以 諸 如 来 一 切 仏 法 悉 皆 平 等,最 上 周 円 究 意 無 尽 。 是 故 皆 同 名 正 等 覚 。

名 為 如 来 。 名 為 仏 陀 。

〔Ch〕

Kun'dgabo,'diltaste,sahsrgyaskyi2ihrnamskyiyon ,tang2an

da血92andusnatshogssu'gyuryahbyalamgy董skhebspa'isahき

rgyaskyi2ihdahnammkha'1athadadpamedpadeb乏indu
,Kun

dga'bo,deb2ing≦egs-aparnamskyigzugskyiskuthadaddu'gyur

y・bd・bZingS・g・p・ ・n・甲 ・:kyi・h・g・pa】m・dp・'iy・S・ ・hith・d・d

pamaylnno・

Kundga'bo,sa血srgyasthamscadkyigzugsdah,khadogdah ,

gzibrjiddah,skudah,mtshandah,rigsbtsunpadah,tshulkhr董ms

dah,tihhe'dsindah,9esrabdah,rnampargrolbadah
,rnampar

grolba'iye≦esmthohbadah,stobsrllamsdah,mi'jigsparnams

dah,sahsrgyaskyichosrn軍ns4ah,byamsp4chenpodah
,sfiih

rjechen .podah,phanpardgqhsp耳dah,spyodlamdah,spygdpa

dah,larbdah,tshe'i七shaddahjchosstohpa(228a)dah,semscanybhs

susminpar〔237b〕byedpada血,semscanrnampargrolbadah,

2ihyo血ssudagpadah,sahsrgyaskyichosthamscadyohssu
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rdsogsparmtshuhste,debasnayahdagparrdsogspa'isahsrgyas

2esbya'o.Deb乞ingSegspa2esbya/o.Sahsrgyas2esbya'o.

〔高〕

アーナンダよ,こ の様に,諸 の仏国土の功徳の他,他 の種種の転変や,ま た

虚空により覆われた仏国土 と天空 とは,区 別がない,と 同様,ア ーナンダよ,諸

の如来の色身は区別するけれ ども,諸 の如来の不著の智慧は区別がないのです。

アーナンダよ,一 切の仏の色と顕色と,威 光と身と相 と勝種姓(勝 れた人

格)と,戒 律 と禅定 と知慧 と解脱 と解脱知見 と,十 力と四無畏 と仏の諸法 と,

大慈 と大悲 と利益 と,威 儀 と行 と道 と寿命の量 と説法 と,有 情を成熟すると有

情を解脱すると,仏 国土清浄 と,一 切の仏法を等 しく成就する。これをもって

等正覚 と言われ,如 来 と言われ,仏 陀 と言われるのです。

〔支〕

此三句者其義甚広。使吾以劫之寿。 未能周寛三千大千申一暢其義。
三 ニ ー1/三 ニ ー一一

之意。上智・多聞・得念・総持。為一切人説此三句之義。 窮劫未能寛。
一 ニ ー ニ ー ニ ー 匹/vl/

以知衆生
1/二

此為等正

覚為如来為仏者也。是故阿難。仏道無量如来智弁不可思議。阿難日仏。願今已
一 ニ ー レ/

後無称我為上智多聞。
レ!三 ニ ー

〔什〕

阿難。若我広一説此三句義。汝以劫寿不能尽受。正使三千大千世界満中衆生。
ニ ー ニ ー レ ニ ー 下 レ

皆如阿難多聞第一得念・総持。此諸人等以劫之寿亦不能受。 如是阿難。 諸仏阿
ニ ー 中 上 ニ ー レ ゾ/

褥多羅三貌三菩提無有限量。智慧弁才不可思議。阿難白仏言。我従今已往不敢
γ ニ ー レ!レ 三

自謂以為多聞。

〔玄〕

汝今当知。設令我欲分一別広一説此三句義。汝経劫往無間聴受。窮其寿量亦不
レ 下 中 二 上 三 一 γ ニ ー レ

能尽。仮使三千大千世界有情之類。皆如阿難得念・総持・多聞第一一。威経劫住無
レ 下 ニ ー ニ ー γ

間聴受。窮其寿無量亦不能尽。此正等覚如来仏陀三句妙義。無能究寛宣揚決択。
上 ニ ー ニ ー ニ ー

唯除諸仏。如是当知。諸仏菩提功徳無量。無滞妙弁不可思議。説是語巳。時阿
ニ ー1/レ ニ ー

難陀白言。世尊。我従今去不敢自称得念・総持・多聞第一。
レ!三 ニ ー
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〔Ch〕

Kundga'bo,thsigdegsumgyidonrgyaspadah,tshigrnampar

dbyebagahyinpadenikhyodtshe'itshadbskalpar'dugkyah

bdebarkunchubparslabamayinno.Stongsumdugtogspa'i

semscanrnams,Kundga'bo,khyod'drabarmahduthospadah,

dranpadafi,gzuhsthobparnamskyinalinamchogtugyurla,

Kundga'boda血'draba'isemscandedagthamscadkyiskyah、

yahdagParrdsogspa'isahsrgyas2esbyabε しdah,deb乏ihgSegs

pa2esbyabada血,sahsrgyas2esbyaba'itshigdegsumgyidon

gdonmizabarbstanpanibskalparyahkunchubparminusso.

Kundga'bo,deItarsahsrgyaskyibyahc与ubnitshadmedde,

deb乏inggegsparnamskyigesrabdahspobspabsamgyismi

khyabbo.

Denasbcomldan'dasIatshedahldqnpaKundga'bos'diskad、ces

gsolto:

Bcomldan'dasdehslanchadbdagmahduthospa'imchoggo乏es

dammi'cha'o.

〔高〕

アーナンダよ,そ の言葉の語義分別に関しては,あ なたの寿命の量が劫を経

ても,楽 に遍知する事は容易でないのです。三千世界に属する諸の有情は,ア

ーナソダよ,か りにあなたと同じに多く聞き 〔多聞〕,記憶 し 〔念〕,本 質を得

る 〔総持〕等の第一になる場合,ア ーナンダと同じそれ らすべての有情 もまた,

無上正等覚 と言われ,如 来 と言われ,仏 陀と言われるが,、その三義の語を疑義

なく説 く事は,劫 を経ても遍知できません。アーナソダよ,そ の様に仏のさと

りは無量であ り,諸 の如来の智慧、と弁才は思索によって計ることが不可能で

す」と。

その時,世 尊に長老アーナンダはこの語を申 し上げた。 「世尊今 日以後,私

は 『多聞第一・です』などと,ど うも言えません」 と。

〔支〕

仏言。阿難。汝起疲厭之意。於第子中為最多聞。比諸菩薩未有見焉。菩薩志
二"二 一 二 唖 二 一;!匹!二
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願所作弥多。一切海淵尚可測量。菩薩智慧 ・諸持 ・定 ・念。種種所得不可称度。
よ 　ゐ 　げ こ ぶ

阿難。汝且観菩薩行。是維摩詰一時所現得善之本。彼諸弟子縁一覚者。一切変
ニ ー レ/

化於百千劫不能現也。
ニ ー1/【/

〔什〕

仏告阿難。勿起退意。所以者何。我説汝於声聞中為最多聞。非謂菩薩。且止
二ntl/二 一 二ntニ ー1/ニ ー

阿難。其有智者不応限一度諸菩薩也。、一切海淵尚可測量。菩薩禅定 ・智慧・総持 ・
　ぞ 　ぞ 　 へ 　 へ

弁才・一切功徳不可量也。阿難。汝等捨一置菩薩所行。是維摩詰一時所現神通之
　の 　ぞ 　 　 　　

力。一切声聞辟支仏。於百千劫尽力変化所不能作。
二 ・ 一 ヒ レ レ レ

〔玄〕

仏便告日。汝今不応心生退屈。 所以者何。 我 自昔来但説汝於声聞衆中得念・
レ 三 ニ ー"・ レ 下 ニ ー

総持・多聞第一。非於菩薩。汝今且止。其有智者不応測一量諸菩薩事。汝今当知。
　ち 　ぞ ここ 　 　げ じ　 ここ 　 　げ

一切大海源底深浅猶可測量。菩薩智慧・念 ・定・総持 ・弁才大海無能測者。汝等声

聞置諸菩薩所行境界不応思惟。於一食頃是無垢称示現変化・所作・神通。一切声
ニ ー1/ニ ー ニ ー

聞及諸独覚。百千大劫示現変化・神力・所作。亦不能及。
匹/γ

〔Ch〕

BcomIdan'daskyisbka'stsalpa:

Kundga'bo,khyod2umpa'isemsmaskyedcig.Deci'iphyir2e

na,Kundga'bo,khyodfian'thosrnamsladgohstemahduthos

pa'imcho9902eshasbstangγi,byahchubsemsdpa'inahnani

mayinno.Kundga'bo,byahchubsemsdpa'1ta20ggo.Dedag

nimkhaspadaggistshodgzyn .barbyabamayinte,Kundga'bo?

rgyamtshothamscadkyigtihnitshad92uhbarnuskyi,byah

6hubserhsdpa'rnamskyiSesrabdah,'ye≦esdah,dranpadah,

gzuhsdah,spobspa'igtihnitshodgzuhminusso.Kundag'bo,

byaflchubsemsdpa'ispyodparnams〔238a〕1akhyodbtahsfioms

sugyis≦ig.Deci'iphyir2ena,Kundga'bo,LidtsabiDrima

medpargragspa'disshadro(228b)gciglabkodpabstanpani

fianthosdahrahsahsrgyasrdsu'phrultobpathamscadkyiS

bskalpabyebargyastohdu'ahrdsu'phruldahrnamparsprul

pa'ichofPhrulthamscadkyisstonminus'so.
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〔高〕

世尊が語 られた 「アーナンダよ,あ なたは消沈の心を生 じないように。それ

は何の故か と言えば,ア ーナソダよ,あ なたは諸の声聞中,憶 念や多聞が第一一

であると言 うが,私 が教示する菩薩の中に於てではあ りません。

アーナンダよ,菩 薩を観 じなさい。諸の菩薩は賢者等により推量 し捕足せら

れるべきであ りません。アーナンダよ,あ らゆる大海の浅深は推量し捕足が可

能ですが,諸 の菩薩の智と慧と念と総持と弁財の浅深は推量し捕足する事が不

可能です。

アーナンダよ,菩 薩の諸行に対 しては,あ なたは平気でいなさい。それはど

う云 う意味かと言えば,ア ーナンダよ,リ ッチァビィのヴイマラキールティが,

早朝の一時に已に造立 した教えは,神 変を得たすべての声聞と独覚が,百 千の

劫を得またあらゆる神変 と神通によって,説 示できないものです」。

〔支〕

於是衆香世界菩薩来者。皆叉手言。如来名等吾甚思念無有遺忘。於此仏土終
　げ 　ぞ 　 へ へ 　

不起想。又如世尊諸仏権道不可思議。以度人故。為随所欲而現仏土之好。願仏
ここ 　 　 　 じ ど 　 　 　 　 よ

贈我以仏之法。遺一遷於彼土当念如来。
レ ニ ・一 ニ ー レ!ニ ー

〔什〕

爾時衆香世界菩薩来者。合掌白仏言。世尊。我等初見此土生下劣想。今自悔
　ぞ へ へ の へ

責捨一離是心。所以者何。諸仏方便不可思議。為度衆生故。随其所一応現仏国異。
　 　 　げ 　 　 　 へ へ へ

唯然世尊。願賜少法還於彼土当念如来。
ニ ー 二 一 レ ニ ー

〔玄〕

時彼上方諸来菩薩。皆起ネレ拝釈迦牟尼。合掌恭敬白言。 世尊。 我等初来見

此仏土種種雑機生下劣想。今皆悔塊捨一離是心。 所以者何。 諸仏境界方便善巧

不可思議。為欲威一熟諸有情故。如如有情所楽差別。如是如是示一現仏屯。唯然
　の 　げ へ へ 　

世 尊 。 願 賜 少 法 。 当 還 一 切 妙 香 世 界 。 由 此 法 故 常 念 如 来 。

〔Ch〕

DenasBcomldan'dasdeb2ingSegspaSposmchogbrtsegspa'i

sahsrgyaskyi2ihnaslhagspa'ibyahchubsemsdpa'dedagthamscad
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kyisthalmosbyarte,deb2ing≦egspaIaphyag'tshal2intshig'di

skadcesgsolto:

Bcomldan'das,bdagcaggis'diItarsahsrgyaskyi2ih'dilahan

par'du≦esbskyedpayidlabgyisparnamsspahbar'tshallo.De

ci'isladdu2ena,Bcomldan'das,sahsrgyasbcomldan'dasrnams

kyisahsrgyaskyiyuldah,thabsmkhaspanlbsamgyism三khyab

ste,dedagsemscanthamscadyoflssusminparbgyiba'isladdu,

jiltajiltaburb2edpadeltardeltabur2ihbkodpastonto.Bcom

ldan'das,bdagcag'jlgrtengyikhamsSposthamscadkyidrimchog

dermchiskyahBcomldan'dasrjessudranpar'gyurba'ichoskyi

rdsohs≦igbdagcaglastsalpargsoL

〔高〕 、

その時,最 勝香世尊如来の仏国土からのすべての上方菩薩達は,合 掌して

〔釈迦〕如来に礼拝 し且この言葉を申し上げた。

「世尊,私 達はこの様なこの仏国土に於て,粗 悪な想いを生 じた心にもとず

く諸の行いを,捨 てる事を望みます。それは何の為かと言えば,世 尊,諸 仏世

尊のさとりの境涯 と善巧方便の心意は不可思議です。それ らはすべての有情が

成熟するであろう為に,そ れぞれに説かれた様に,仏 国土を顕示されたのです。

世尊,私 達はすべての香の最勝である世界に還 りますが,世 尊を憶念する事

になる法の贈別を し賜 うよう,私 達にお説き下さい。

〔支〕

仏告諸菩薩言。有尽不尽門。汝等当学。何謂為尽。謂其有数。何謂不尽。謂
こ 　　 こ 　 じ 　ぞ こ の こ 　 　ぞ

為無数。如菩薩者不尽於数不住無数。以何於数而不動者。謂之大慈不動大悲不
こ 　 こ へ じ　 に　 　び 　ぞ 　 へ 　ぞ 　が じ じ 　

捨6性 以和楽而不荒。見人而悦奉一事聖衆。恵一施躯命以受正法。種善無厭分徳
　 　 じ こ に 　 こ 　 じ こ へ ど じ じ

不住。学法不解説教不忘。
'1/ノ1/1/1/

〔什〕

仏告諸菩薩。有尽無尽解脱法門。汝等当学。何謂為尽。謂有為法。何謂無尽。
ニ ー ニ ー レ ノ ニ ー ニ ー

謂無為法。如菩薩者。不尽有為不住無為。何謂不尽有為。謂不離大慈不捨大悲
こ 　 こ 　 　ぞ 　 　 じゑ 　 　 　ぞ 　 　 ここ へ 　ぽ こ へ 　ぞ ここ 　

深発一切智心而不忽忘。教一化衆生終不厭倦。於四摂法常念順行。護一持正法不
二 一 二 一 ニ ー ニ ー ニ ー ニ ー1/
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措躯命。種諸善根無有疲厭。志常安一住方一便廻一向。求法不解説法無恪。
ニ ー ニ ー 〆 ニ ー ニ ー レ レ レ1/

〔玄〕

説是語已。世尊告彼諸来菩薩言。善男子。有諸菩薩解脱法F量。名有尽無尽。

汝今敬受当勤修学。云何名為有尽無尽。言有尽者。即是有為有生滅法。言無尽
し　 こ　 　 　 　 　 の へ

者。即是無為無生滅法。菩薩不応尽其有為。亦復不応住於無為。云何菩薩不尽
　 へ 　ぞ じ 　 　 じ　 　　げ ど

有海 謂諸籠 硬 樋 槌 構 ・髄 生鱒 一上醗 ・一切智心緊念宝重而

碑 毒 壁熟有鱗 騨 侮 解 跨 恥 難 謬持購 礎 身毎 輕 諸

菩終無厭馬 常楽安立廻向善巧。言包一求正法曽躯解倦ρ塾一演法麩禿僅師倦。

〔c爵

Deskadcesgsolpadah,Bcomldan'daskyisbka'stsalpa:

Rigskyibu,bya血chubsemsdpa'irnampartharpa之adpadanmi

尾adpaをesbyabayoddo.Delakhyedkyisbslabparbyaste,de

yahgah2ena,zadpa2esbyabani'dusbyasso.Mizadpa2es

byabani'dusmabyaste,delabyahchubsemsdpa"dusbyaszad

parmibya,'dusmabyasIa'afignasparmibya'(L

DeIa'dusbyasmizadpani'diltaste,byamspachenpolasma

fiamspa'o.Sfiihrjechenpomabtahba'o.Lhagpa'ibsampasyah

dagParbtsudpa'ithamscadmkhyenpa'isemsmibrjedpa'o・Sems

canyohssusminparbyedpalamiskyoba'o.〔238b〕Bsduba'圭

dhospomigtohba'o.Dampa'ichosyohssugzuhba'iphyirlusdah

srog'dorba'o.Dgeba'irtsabadagIachogmiSespa'o.Yohssu

bshobarmkhaspala'godpa'o.Chostsholbalalelomed(229a)

pab.Chosbstanpalaslobdpemkhyudmibyedpa'o.

とそ の 語 を 申 し述 べ た 。 世 尊 が 語 ら れ た 。 「善 男 子 よ,菩 薩 の 解 脱 は 有 尽 と

無 尽 と言 わ れ る の が あ る 。 そ れ を あ な た は 学 ぶ べ き で す 。 ま た そ れ は 何 で あ る

か と 言 え ば,有 尽 と 言 わ れ る の は 有 為 で す,無 尽 は 無 為 で す 。 そ の 場 合,菩 薩

は 有 為 を 滅 尽 さ れ る べ き で な く,無 為 に も 住 さ れ る べ き で あ り ま せ ん 。

そ の 中,有 為 を 尽 さ な い の は 即 ち,大 慈 か ら 退 か ず,大 悲 を 拾 て な い 事 で す 。

増 上 意 楽 に よ り,正 師 は 一 切 の 知 者 の 心 を 忘 れ な い 事 。 有 情 を 成 熟 す る事 を 厭

離 しな い 事 。 四 摂 事 を 捨 て な い 事 。 正 法 を 摂 受 す る 為 に 身 命 を な げ うつ 事 。 廻
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求 して善を安立す る事。法を求める場合に解怠がない事。法を説 く場合規範師

は法の愛惜をしない事。

〔支〕

騨 仏毎 所軽 恐砦受不陛・梶 未学髄 塵峯 睾真化生欣穀 洗 琴

親 力燐 嘔 禅定群 行轟 生死締 腿 来求騨 雄 悉知蘇 足堪
所有櫛 腿 悪戒雑 受堪 不忍解 羅 解怠樺 遡 ・乱驚 知雄

悪知麹行智糧。1琴無極造父母糧。道品法麹群従越。

〔什〕

勤騨 仏故込 生獅 獅 畏・騨 栄監 心寒聴 礎 未讐 学亥9仏・堕

煩悩者・憐 正魯 攣 灘 胚 以緯 確 已肇騨 鶴 碑 禅定亥旦地獄

想。於生死中如園観想。見来求者為善師想。捨諸所有具一切智想見殿一戒人起

救護想。諸波羅蜜為父母想。道品之法為春属想。

亡玄〕

常欣里一仰倦一事請悠 故愛生死而舞怖畏。難遇興毫而箋欣糧。碓諸未学終杢

鞭 遊 己学者鞭 亥叫 纈 悩雑倉鞠理思・攣 雄雑 碑 築・解 鵜

曽無味著。於他楽事深心随喜。於所修習静慮・解脱・等持・等至。如地獄想而不
びへ 　 　 　 へ 　 　 　 まち こ 　 　

昧著。斡醒遊犀塁輕生死。処宮苑想而不厭離。於乞求考生善友想ρ捨諸所有皆

舞顧匿。姪一切智憩廻向想。於諸殿肇起救一護想。於波羅蜜多如父母想。速令

円満。於菩提分法如翼一従想。不令究意。
へ こ 　らこ へ 　げ 　 　

〔Ch〕

Deb2in'gSegspalabltabadah,mchodpa'idhospoIabrtsonpa'o .

Bsamsb2induskyebasmiskragpa'o.Phunsumtshogspada血rgud

padagIamakhehsmi'dudpa'o.MabslabsparnaMslamibrfias≦ih

lobsparnamslaston 、paltarphahsparsemspa'o.長onmohspargyas

parnamslatshulb2infiebarsbyorba'o.DbenpaIadga'2ihdela

machagspa'o.Bdaggibdebalama2encihpharolbdebala2en

pa'o・Bsamgtandah,tihhe'dsinda血,sfiomspar'jugPalamnarmed

paltar'du≦espa'o.'KhorbalaskyedmostshaldahmyahanIas'das

paltabur'du≦espa'o.Slohbamamsladgeba'ibSesgfiendu'du
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≦espa'o.Bdogpathamscadyohssugtohbalathamscadmkhyen

pafiidrdsogsparbyedpar'du≦espa'o.Tshulkhr;ms'chalparnams

labskyabpar'du≦espa'o.Pharoltuphyinparnamslaphamar'du

gespa'o.Byahchubkyiphyogskyichosrnamslabdagpog'yogtu

'd
uSespa'o.

〔高〕

如来を観 じ,礼 拝の励行に精進する事。意のままに生きて恐れがない事。盛

衰等に於て慢心がなく卑屈でない事。

諸の未学を軽視 しないし,諸 の学者を尊師の様に敬愛する事。多種の煩悩者

を正理の様に適合させる事。遠離に於て喜びながらそれに執着 しない事。 自ら

の楽に於て愛着 しないで至高 〔彼岸〕の楽を望む事。静慮 と等持 と等至に於て

間断しないように観念する事。 〔生死〕 輪廻に於て遊歴界と浬桀の様に観念す

る事。諸の乞求者を善友の様に観念する事。すべての有執を捨てる時に知慧が

円成すると観念する事。諸の破戒者を救おうと観念する事。諸波羅蜜を父母 と

して観念する事。諸菩提分法を翼従 として観念する事。

〔支〕

欲行衆善而無厭足。以諸刹好成已仏土。生死無数劫意而有勇。聞仏無量徳志
レノ ニ ー 二 一 ニ ー 二ニ ー レ〆 ニ ー

而不倦。労者為作帰。貧者為福。導為衆重任。暁陰入種降魔兵。不以謀為法。
レ'ニ ー1/ニ ー 二.一 ニ ー 二」y7

淵慧有余。以少求而知足。諸世間已畢意。於衆俗不漸漬。
L/二 一 レ!ニ ー ニ ー

〔什〕

発一行善根無有斉限。以諸浄国厳飾之事成已仏土。行無限施具一足相好。除一
二 一7二 〇tニ ー 二 一 二 一 ニ ー 二

釘悪浄身 口意。生死無数劫意而有勇。聞仏無量徳志而不倦。以智慧剣破煩悩賊
一 ニ ー 」/ニ ー レノ ニ ー 二 軸

出陰界入。荷一負衆生永使解脱。以大精進擢一伏魔軍。常求無念実相智慧行。於

世間法少欲知足。於出世間求之無厭。而不捨世間法。一 二 一1/」/レ ニ ー

〔玄〕

於諸善法常勤修習。於諸仏土恒楽荘厳6於 他仏土深心欣讃。於 自仏土能速成

就。為諸相好円満荘厳。修一行清浄無磯大施。為身語心厳飾清浄。遠一離一切犯

戒悪法。為令身心堅固堪忍。遠一離一切葱恨煩悩。 為令所修速得究意。 経劫無
一 し/ニ ー ニ ー ノ 三 二 蝸 区
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数生死流転。為令自心勇猛堅住。聴仏無量功徳不倦。為欲永害煩悩怨敵。方便
レ ニ ー 二 〇∩ し〆1/三 ニ ー

修一治般若刀杖。為欲荷諸有情重担。於艦界処求遍了知。'為欲擢一伏一切魔軍。
=二 一}/レ 〆 ニ ー ニ ー4ニ ー1/レ!二 一

熾然精進 曽無解怠。為欲護一持無上正法。離慢勤一求善巧化智。為諸世間愛重受
二 一 レ1/二 一1/ニ ー 二

化 。 常 楽 習 一行 少 欲 知 足 。 於 諸 世 法 恒 無 雑 染 。 而 能 随 一順 一 切 世 間 。

〔Ch〕

Dgeba'irtsaba'itshogsthamscadkyischogmi≦es謡ih,sahsrgyas

kyi2ihthamscadkyiyontanbdaggi2ihdusgrubpa'o.Mtshandah

dpebyadbzahpoyohssubskahpa'iphyirgtanpamedpa'imchod

sbyinyohssugtohba'o.Sdigpathamscadmibyedpaslusdah,hag

dah,semsbrgyanpa'o.Lusdahftagyohssudagcihsemsyohssu

dagpasbskalpagrahsmedpar'khorba'o.Semsdpa'bassahsrgyas

kyiyontantshadmedpathoskyah2umparmi'gyurbab.Nonmohs

pa'idgratshargcadparbyaba'iphyir≦esrabkyimtshonrnonpo

thogs〔239a〕pab.Semscanthamscadkyikhurba'iphyirphuhpo

da血,khamsdah,skyemchedkunSespab.Bdudkyisdeg20mpa'i

phyirbrtson'grus'darba'o.Nargyalmedpa'iphyiryeSestsholpa'o.

Chosgzuhba'iphyir'dodpa五uh2ihchogsespab.(229b)'Jigrten

thamscaddga'barbyaba'iphyir'jigrtengyichosthamscaddart

ma'dreSpa'o.

〔高 〕

ナ ベ て の 善 根 を 具 して 足 る 事 を 知 ら な い で,仏 国 土 の 功 徳 を 自 ら の 国 土 に 行

な お う と す る 事 。 相 と 随 好 を 成 就 す る 為 に 無 遮 の 供 養 を 能 く布 施 す る 事 。 一 切

の 罪 悪 を 作 ら な い で 身 口 意 を 荘 厳 す る 事 。 身 と 口 を 清 浄 に し心 を 清 浄 に し て,

劫 に 束 縛 さ れ な い 生 死 輪 廻 で あ る 事 。 勇 猛 な 心 に よ り仏 の 無 量 の 功 徳 を 聞 い て

も,憶 病 に な ら な い 事 。 煩 悩 の 賊 を こ ら し め る 為 に,知 慧 の 相 を 鋭 く た も つ 事 。

す べ て の 有 情 の 負 荷 の 為 に,魎 と 界 と 処 と を 普 く知 る 事 。 魔 軍 を 砕 く為 に 憤 励

努 力 す る 事 。 慢 心 を な くす 為 に 智 を 尋 求 す る 事 。 三 宝 の 為 に 欲 を 滅 し足 る を 知

る 事 。 一 切 世 間 を 歓 喜 せ し め る に よ る も,世 間 の す べ て の 法 と混 雑 し な い 事 。

〔支 〕

得 世 際 感 聖 賢 。 現 諸 儀 式 起 神 通 行 。 博 一聞 能 調 慧 一力 持 一念 断 衆 人 疑 。 知 本 本
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根無磯無住為致弁才。り頂一化天人十善為浄。 梵　為立行四無量。 致仏音声為法
の 　ぞ 　 へ 　 　　 　げ 　ぞ こ 　 　 　 　 こ

都講。導至善行得仏仙路。唱揖身口意行欲殊勝。嘉在衆経取菩薩衆以大乗化。徳

行不敗善法不惑。如是諸族姓子。以応此法者不尽数也。
レ レノ1/ニ ー レ〆L!

〔什〕

不壊威儀法而能随俗。起神通慧引一導衆生。 得念総持所聞不忘。 善別諸根断
　げ 　 　 ら　 こ へ こ 　 ここ 　 じ　 　 へ こ

衆生疑。以楽説弁演法無擬。浄十善道受天人福。 修四無量開梵天道。 勤一請説
一 ニ ー1!ニ ー 二 一 ニ ー 二 一 二

法随喜讃善。得仏音声身口意善。得仏威儀深修善法所行転勝。以大乗教成菩薩
一 レ!二 尉 二 ←《 ニ ー ニ ー 二

僧。心無放逸不失衆善。行如此法。是名菩薩不尽有為。
一 ニ ー1/二 一 二」 レノ ー 二.フ ニ ー

〔玄〕

於諸威儀恒無殿壊。而能示一現一切所作。発一生種種神通妙慧。利一益安一楽一

切有情。受一一ft-一切所聞正法。為起妙智正念総i持。発一生諸根勝劣妙智。為断一
一 二 一L/ニ ー ニ ーV二

釦有情疑惑。証一得種種無擬弁才。敷一演正法常無擁滞。為受人天殊勝喜楽。勤一
　 　 　 　 　 　 　ゐ 　ぞ　 へ こ

修清浄十善業道。為正開一発梵天道路。勤進修一行四無量知。為得諸仏上妙音声。
の こし

へ 　 の 　 　ぞ 　 へ

勤一請説法随喜讃善。為得諸仏上妙威儀。 常修殊勝寂静三業。為令所修念念増
二 一1/L!二t一 ニ ー1/二

勝。於一切法心無染滞。為善調一御諸菩薩僧。常以大乗勤衆生学。為不失一壊所
一 ニ ー ニ ー 三 ニ ー 二.一 ニ ー ゾ1/二

有功徳。於一切時常無放逸。為諸善根展転増進。常楽修一治種種大願。為欲荘一
け 　し へ こ へ こ へ こ へ 　 ほ　 こ

厳一切仏土。常勤修一習広大善根。為令所修究意無尽。 常修廻向善巧方便。 諸
一 ニ ー1/ニ ー ニ ー

善男子修一行此法。是名菩薩不尽有為。
ニ ー 下 う 二 一

〔Ch〕

'Jig
rtendah'thunparbyaba'iphyirspyodlamthamscadlasmafiams

pa'o.Byabathamscadyahdagparbstanparbyaba'iphyirmhon

par≦espabskyedpa'o.Thospathamscadgzuhba'iphyir,gzuhsdah,

dranpadah,ye6esso.Semscanthamscadkyithetshomgcadpa'i

phyir,dbahpomchogdahmchogmayinpa≦espa'o.Chosbstanpa'i

phyirbyingyirlabsthogspamedpa'o.Spobspathobparabturfied

passpobspathogspamedpa'o.Dgebabcu'ilaskyilamyohssu

dagpasIhadahmi'iphunsumtshogspamyohba'o.Tshadmedpa

b2irabtubskyedpastshahspa'ilamdu'godpa'o.Chosbstanpar

gsolbadahrjessuyirah2ihIegssoaesbyababyinpassahSrgyas
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kyidbyahsrabtuthubpa'o.Lusdah,hagdah,yidsdompaskhyad

pardu'grobadah,chosthamscadlamachagspassahsrgyaskyi

spyodlamrabtuthobpa'o.Byahchubsemsdpa'idge'dunsdudpas

thegpachenpolayahdagpaピdsudpa'o.Yontanthamscadchud

mizabasbagyodpayinte,Rigskyibu,deltarnabyahchubsems

dpa'choslabtson2ifibyahchubsemsdpa"dusbyaszadparmibyed

do.

〔高〕

世間 と随順せ しめ るに よ り諸の行道 の行いをそ こなわない事。一切の所作を

示現せ しめる為に神通を所持す る事。一切を聞 き受持す る為に能持 し憶念 し了

智 す る事。一 切有情の疑を断ず る為に根の利鈍を知 る事。教 法の為に依止 し障

碍 がない事。弁才を得,求 尋 して弁才に障碍 がない事。十善 業道 を清浄に して

人天の功徳 を受用 す る事。 四無量心 を生起 して梵天の道 を創 る事。 説法を請い

なが ら随喜 を も好 む とと言 う所作 を施 して,〔諸〕仏 の音声を得 る事。身 口意を

持戒 して殊勝 であ り,一 切法 に貧着 しない為 に,仏 の行道 を得 る事。 菩薩の衆

会 をま とめ る為 に大乗 を正智す る事。一 切の学 識を消滅 しない為 に,不 放逸 で

ある事。

善男子 よ,そ の様 に菩薩は法を説 き しか も菩薩は有為を滅尽 しないのです。

〔支〕

何謂菩薩不住無数。謂求為空不以空為証。 求為無相 ・無数 ・無願。 不 以無相 ・
　 う こ 　 　 　 じ 　 　 の 　 こし

無数・無願,随 至為証。観於無常不厭善本。 観世間苦以誠信生。 観於非身講人
　 や 　 へ 　ぞ 　 の 　 へ ここ げ こ の じ

不倦。観寂然法寂而不転。観退転者身意不随。
　 げ 　 へ 　ぞ 　 　　

〔什〕

何舞菩薩禿僅鱗 や謂膠 学空至捧空葎証。鰺学無相無侮 禿挑無相鮮職

証。修一学無起不以無起為証。観於無常而不厭善本。 観世間苦而不悪生死。 観
　 ね 　 　 へ や こ の じ こ 　　 　 　 じ 　 　　 　

於無我而諦人不捲。観於寂滅而不永滅。 観於遠離而身心修善。 観無所帰而帰一　 じ ぴ こ 　 こ 　へ こ 　 じ し　 こ へ こ

趣善法。観於無生而以生法荷一負一切。

〔玄〕

云何菩薩杢僅無為、謂諸菩薩難往於睾 而斡其空杢肇作証ρ難互無桓。而斡
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無相不楽作証。錐行無願。而於無願不楽作証。錐行無作。而於無作不楽作証。
-1/ニ ー1/ニ ー ニ ー レ〆 ニ ー 〆 ニ ー ニ ー1/ニ ー

錐観諸行皆悉無常。而於善根心無厭足。錐観世間一切皆若』而於生死故意受生。
レ!ニ ー ニ ー ニ ー レ!ニ ー ニ ー1/

難楽観一察内無有我。而不畢寛厭一捨 自身。 錐楽観一察外無有情。 而常化導心無
下 ニ フ レ 三 ニ ー 下 三 ニ ー 二

よ よ

厭倦。錐観浬葉畢寛寂静。而不畢寛堕於寂滅。錐観遠離究寛安楽。而不究寛厭一
一 レ!ニ ー 三 ニ ー レ!ニ ー 三三 二」

患身心。難楽観一察無阿頼耶。而不棄一拾清白法蔵。難観諸法畢寛無生。而常荷一
一 下 三 ニ ー レ ニ ー レ ニ ー 二

よ

負利衆生事。 ヒ

〔Ch〕

JiItarna'dusmabyaslamignas≦ena,gahgitshestoflpafiid

labyahbarbyedcihstohpafiidmhonsumduyaflmibyed,mtshan

mamedpalay6hssubyahbarbyedkyahmtshanmamedpamhon

sumduyahmibyed,Smonpame4palayohssubyahbarbyedkyah

Smonpamedpamftonsum〔239b〕duyahmibyed,mhonpar'du

mibyedpalayohssubyafibarbyedkyahr面onpar'dumibyedpa

mhonsumduyahmibyed,mirtagParsosorrtogkyahdgeba'irtsa

baschogmi≦es,sdugbshalbarsosorrtogkyahbsamsb2induskye,

bdagmedpar'so、sorrtogkyafibdagyo玲ssuLdor(230a)ba'ahma

yin,2ibarsosorlrtogkyah≦intu2iba'ahmiskyed,dbenparsosor

rtogkyahIusdafisemskyiskyah'bad,gnasmedparsosorrtogkyah

dkarpo'ichoskyignasspohba'ahmayin,'byuhbamedparsosor

rtogkyahsemscanrnamskyikhurblahspayabthogsJ

〔高 〕,,

い か に し て 無 為 に 住 し な い か と言 え ば,何 時 も 空 を 専 心 に 行 じ も,し,空 性 を

現 証 し も しな い 事 。 無 相 を 積 集 し て 行 じ も し,無 相 を 現 証 し も し な い 事 。 無 願

を 積 集 して 行 じ も し,無 願 を 現 証 し も し な い 事 。 生 滅 の 相 の 無 を 積 集 し て 行 じ

も し,無 作 を 現 証 し も し な い 事 。 無 常 を 伺 察 し も し,善 本 を 厭 わ な い 事 。 苦 諦

を 伺 察 し も し所 楽 の 如 く犀 生 ず る 事 。 無 我 を 伺 察 し も し,自 ら を 捨 て も し な い

事 。 寂 静 を 伺 察 し も し,寂 滅 を も 生 じ な い 事 。 遠 離 を 伺 察 し も し,身 と心 に よ

っ て 精 進 す る 事 。 不 住 を 伺 察 し も し,白 法 の 依 処 を 捨 て も し な い 事 。 無 生 を 伺

察 し も し,諸 の 有 情 の負 荷 を 受 け も し て 童 着 す る 事 。,
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〔支〕

醗 嫡 縫 生死以騨 母 醜 所髄 行駄 堪撫 製 大悲麺 購 之・

縫 甦 礎 弟子縁一覚懲 町 擁 礎 聴 題夫凝 確 碓 騨 講

季壁智慧。綿無有主嘩自然健。綿幾適茎義合則行。
〔什〕

観於無漏而不断諸漏。 観無所行而以行法教一化衆生。 観於空無而不捨大悲。　 の じ 　 へ じ 　 ら 　 　 こ へ こ の じ こ 　

観正法飽而杢堕小悪 観諸法虚妄舞牢無人雑主矩相。本願希満而季塵福徳禅定

智慧・

〔玄〕

難観無遍。而於生死流転至絶。難観無行。而行塵一熟諸有情竃。難墾無甚

而於鯖 槌 燐 糊 維 涌 於二乗穫 正侮 難騨 灘 寛空鞍 而確 一

寂所修福徳。錐観諸法畢尭遠離。而不遠一離所修智慧。 難観諸法畢尭無主。 而
じ 　 じ こ 　 じ こ 　そ の じ こ 　

常精勤求自然智。錐観諸法永無標幟。而於了義家一立仏種。
一 レ_一_一

〔Ch〕

zagPamedpar'sosorrtogkyah'khorba'irgyunlasloftbaryah

byed,rgyubar血edparsosorrtogkyahsemscanyohssusminpar

byaba'iphyirrgyubaryah'gyur,bdagmedparsosorrtogkyah

semscanlasfiib.rjechenpomi'dor,miskyebarsosorrtogkyah

fianthoskyihesparyahmiltuh,gsogdah,gsobdah,sfiihpomed

padaf1,bdagpomedpadah,gnasmedparsosorrtogkyafibsod

namsgsogmayinpadah,ye≦esgsobmayinpadah,brnagspayohs

surdsogs≦ihrahbyuhba'iye≦essudbahbskurbadah,rahbyuh

9三yes≦eslabrsonpadah,hespa'idonsahsrgyaskyirigslarabtu

gnaspaylnte・

〔高〕

無漏を伺察しもし,生死輪廻の相続を生 じもする事。無因を伺察しもし,有情

を成熟せ しめる為の動因にもなる事。無我を伺察しもし,有 情に対する大悲を

捨てない事。無生を伺察しもし,声聞の決定位にも堕さない事。虚空 と虚無 と無

本性と無我と無所住を伺察しもし,功徳は虚無でな く,智は虚妄でな く,決心を
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成就 しながら自在の智を受位 し,自 在智を行 じ,了 義 し仏の系脈に安住する事。

〔支〕

映撒駈 籠礁鱗又郷騨者槍 会篠穫鱗者績 罐
鴨 数者襖 大趨 稚 鱗 者槙 燐 醒 数者樋 人辱 碓 鱗 者継
仏法。禿尽数者為暮仏身担。杢僅鱗 晴為是一切智。季尽数者弗往善権。杢僅

無麩者葎甦智慧。杢尽数葎塗仏毛。至僅無麩者麹仏立晦

〔什〕

麹 購 是鰭 薩礁 無海 又肇 騨 季徒練退 醗 故硯 有毒 大
慈大悲故不住無為。満本願故不尽有為。

1!ニ ー 二 一1/ニ ー

〔玄〕

諸善男子。修一行此法。是名菩薩不住無為。又善男子。以諸菩薩常勤修一集福
　 　 　 う ここ 　 こ へ

資麟 碓 鱗 や醐 壕 籍 資麟 硯 輪 嘩一就大慧轡 越故礁 雛 ・

塵一就大斐箋敏一越故杢尽有為ρ型一益髪 楽諸有情基不佳墾為2究タ 円三満諸仏

法故不尽有為。 成一満一切相好荘一厳仏色身故不住無為。 証一得一切力無畏等仏
　 　　　 　　 こ へ こ 　 　げ 　 　 こ

智身故杢尽有苺 方便善巧也衆生故杢儀無為ρ微妙智慧善観察故㌃尽有巻。修一

治仏キ究寛満故杢僅無麹。仏身安住常無尽故杢尽有麹。

〔Ch〕

rigskyibu,deltarnadeltabu'ichoslamospa'ibyahchubsems

dpa'ni'dusmabyaslamignasSih'dusbyaskyahzadparmibyed

do.

Rigskyibu,g2anyahbyahchubsemsdpa'nibsodnamskyitshogs

yahdagparsgrubpa'iphyir'dusmabyaslamignasso.Yegeskyi

tshogsyahdagparsgrubpa'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.

Byahspachenpodahldanpa'iphyir'dusmabyaslamignasso.

Sfiihrjechenpodahldanpa'iphyir'dusbyaszadparmlbyeddo・

Semscanyohssusminparbyaba'iphyir'dusmabyaslamignasso.

〔240a〕Saflsrgyaskyichosrnamslamospa/iphyir'dusbyaszadpar

mibyeddo.Sahsrgyaskyimtshanyohssurdsogsparbyaba'iphyir

'dusmabyaslamignasso
.Thamscadmkhyenpa'iyeSesyohssu
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rdsogsparbyaba'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.ThabsIa

mkhaspa'iphyir'dusmabyaslamignasso.Sesrabkyis≦intubrtags

pa'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.Sahsrgyasky三2inyohssu

dagparbyaba'iphyir'dusmabyasIamignas(230b)so.Sahsrgyas

kyibyingyirlabskyiphyir'dusbyaszadparmibyeddo.

〔高 〕

善 男子 よ,そ れ を もってそ の様 な法 を願 う菩薩 は,無 為 に住 しない し有為 も

また滅尽 しないのです。善 男子 よ尚また菩薩 は福徳 の資糧を成就す る為 に無為

に住 しない事。智慧 の資糧を成就す る為 に有為を滅尽 しない事。大慧を具す る

か ら無為 に住 しない事。大悲 を具す るか ら有為を減尽 しない事。有情を成熟せ

しめる為 に無為 に住 しない事。諸仏 の法 に精励す る為 に有為を滅尽 しない事。

仏 の相を成満せ しめる為 に無 為 に住 しない事。一切知者 の智慧を成満せ しめる

為 に有為 を滅尽 しない事。善行方便 の為 に無為 に住 しない事。智慧 に よって詳

察す る為 に有為 を滅尽 しない事。仏 国土を清め る為 に無為に住 しない事。仏 の

所依処 の故 に有為を滅尽 しない事。

〔支〕

不尽数者利誘進人。不住無数者現人利故。 不尽数者計一会善本。 不住無数者
』〆 レ/γ ニ ー レノ レ〆 ニ ー レ'ニ ー

施善力故。不尽数者為具所願。不住無数者為本願故。 不尽数者為具一満性。 不
ニ ー 〆 レ1/ニ ー1/ニ ー ニ ー1/1/レ!ニ ー し〆

住無数者為性浄故。不尽数者為五通不邪。不住無数者知仏六通故。不尽数者行
二 一 二Ptル ノ1/ニ ー-vニ ー ニ ー 塾/1/1/

度無極。不住無数者無満時故。不尽数者求諸仏宝。不住無数者不求無宝一処故。
/1/レ'ニ ー レ レ レ 〆 ニ ーL・"ニ ー レ レ レ ニ ー・

〔什〕

訳文な し。

〔玄〕

常作饒一益衆生事故不住無為。 領一受法義無休廃故不尽有為。 積一集善根常無
中 ニ ー 上 レ!ニ ー ニ ー ニ ー 〆 ニ ー ニ ー

尽故不住無為。善根力持不断壊故不尽有為。 為欲成一満本所願故不住無為。 於
1/二 一 ニ ー1/ニ ー ノ レ!ニ ー ノ ニ ー 二

永寂滅不希求故不尽有為。円一満意楽善清浄故不住無為。増一上意楽善清浄故不
一 ニ ー 』/ニ ー ニ ー レ!ニ ー ニ ー/

尽有為。 恒常遊一戯五神通故不住無為。 仏智六通善円満故不尽有為。波羅蜜多
ニ ー ・ 二Ptレ!ニ ー ・1!二}

資糧満故不住無為。本所思惟未円満故不尽有為。集法財宝常無厭故不住無為。
レ ニ ー ニ ー ニ ー レ'二 一 二 一 レ!ニ ー
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不楽希一求少分法故不尽有為。
レ〆 レ!ニ ー レ ニ ー

〔Ch〕

Semscangyidonmyohba'iphyir'dusmabyaslamignasso.Chos

kyidonyahdagParbstanpa'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.

Dgeba'irtsaba'itshogskyiphyir'dusmabyaslamignasso.Dge

ba'irtsaba'ibagchagskyiphyir'dusbyaszadparmibyeddo.Smon

lamyohssurdsogsparbyaba'やhyir'dusmabyaslamignasso.Smon

parnedpa'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.Bsampa、yohs'su

dagpa'iphyir'dusmabyaslamignasso.Lhaglpatibsampayob ,s

sudagpa'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.Mhonpar6espalhas

.rnamparrtsenpa'iphyir'dusrρabyaslamignasso.Sahsrgya審kyi

y・ ≦e・kyimh・np・ ・ ≦・・p・d・ 摯99iphシi・'du・by・ ・zadp・ ・miby・d

d・・Ph…1
、tuphyinp・'ir・hg9・y・hssub・k・ 尊b〆iphylゆ ・m・

byas'1amignasso・Dusyohssurdsogspa/iphyir'dusbyaszadpar

mibyeddo.Choskyinorkunbsduba'iphyir'dUsmabyaslami

gnass・ ・Ni・ ・h・b・'i・h6・mi ,'dpdp・ ・'du・by・ ・zadp・fmiby・dd・ ・

〔高〕

有情の利益を識 る為に無為に住 しない事。法の義を説 く為に有為を滅尽 しな

い事。善根 の資福 の為に無為に住 しない事。善根の黒習の為に有為を滅尽 しな

い事。本願を成満せ しめ る為に無為に住 しない事。無願 の為に有為を滅尽 しな

い事。意楽が清浄な為に無為に住 しない事。意楽が増上 し清浄な為 に有為を滅

尽しない乳 五樋 により澱 する為撫 為に住しな鴎 仏 柳 木鞭 嘩

に有為を滅尽しない事。波羅蜜の資料を満たす為に無為に住しない事。時間を

充足する為に有為を滅尽しない事。法財を摂する為に無為に住しない事。少分

の法を希求しない故に有為を滅尽しない事。

〔支〕

不尽数者習一行衆薬。不住無数者知彼衆病故。不尽数者生死自然。不住無数
　　 じ 　 　 じ 　 の へ 　 　　 　ぞ 　ぞ 　 へ

者泥渣自然故。於是彼諸菩薩聞此喜悦皆生善心。
1/レ 〆 ニ ー

〔什〕

集法薬故不住無為。随授薬故不尽有為。知衆生病故不住無為。滅衆生病故不
ニ ー 』〆 二 娼 レ レ ニ ー 二 一 ・レノ、ニ ー ニ ー 匹〆
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尽有為。諸正士菩薩以修此法。不尽有為不住無為。是名尽無尽解説法門。汝等
二 一 レρニ ー偽 レノ ニ ー1/ニ ー 二 一

当学。爾時彼諸菩薩聞説是法皆大歓喜。
1/レ!ニ ー

〔玄〕

堅牢誓願常無退故不住無為。 能令誓願究寛満故不尽有為。 積一集一切妙法薬
　げ 　 　 こ 　 ほ　 ここ の こ へ

故不住無為。随其所応授法薬故不尽有為。遍一知衆生煩悩病故不住無為。息一除
　げこ 　 　 へ ここ 　 　ぞ ここ 　 ここ 　 　 　 　ら こ

衆生煩悩病故不尽有為。諸善男子。 菩薩如是不尽有為不住無為。 是名安一住有
　ゐ 　そ こ へ 　　 　げ こ の 　　 こ げ 　　 こ

尽無尽解説法門。汝等皆当精勤修学。爾時一切妙香世界。最上香台如来仏土諸

来菩薩。聞説如是有尽無尽解脱門已。法教開発勤一励其心。皆大歓喜身心踊躍。
レ!ニ レ ー 二 一

〔Ch〕

Choskyismankunsdudpa'量phyir'dusmabyaslamignasso.Ci

rigsparchoskyismansbyorba'iphyir'dusbyaszadparmibyeddo.

Dambcaspalabrtanpa'iphyir〔240b〕'dusmabyaslamignasso.

Dambcaspafiams'ogtuchudparbyaba'iphyir'dusbyaszadpar

mibyeddo.Choskyirtsabathamscadsgrubpa'iphyir'dusmabyas

lamigndsso.tl)iltarchoschuhfiu'ismansbyorba'iphyir'dusbyas

zadparmibyeddo.Defionmohspa'inadthamscadyohssu・Ses

pa'iphyir'dusmabyaslamignasso.Nadthamscad乞iba'iphyir

'dusbyaszadparmibyeddo
.

Rigskyibu,deltarnabyahchubsemsdpa"dusbyaszadparmi

byedcifi'dusmabyaslamignaste,denibyahchubsemsdpa'rnams

kyirnampartharpa'izadpadahmizadpaZesbyabayinno.Skyes

budampadag,khyedkyiskyahdelabrtsonpargyis≦ig.

Denasbyahchubsemsdpa'dedagbstanpa'dithosnastshim2ih

mgulayirahste,rabtudga'nasdga'badahyidbdebaskyeste,

〔高〕

法の薬を積集する為に無為に住 しない事。宣 しきに随って法の薬を調合する

為に有為を滅尽しない事。誓約に堅固である為に無為に住 しない事。誓約を破

っても直に了解せしめる為に有為を滅尽しない事。一切法の根源を修する為に

無為に住 しない事。これと同様に,少 法の利益を調和する為に有為を滅尽しな

い事。彼のあらゆる煩悩の病を偏知する為に無為に住 しない事。あらゆる病を
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消滅する為に有為を滅尽 しない事です。

善男子よ,そ の様に菩薩は有為を滅尽 しないし無為に住 しない。それが諸の

菩薩の解脱の有尽と無尽と言われるのです。

勝れた丈夫達よ,あ なたもまたそれに精進する事が出来るのです」。 と,そ

の時,菩 薩達はこの教えを得て満足 し,喜 びを生 じ我を忘れ,慨 惚として歓喜

し意楽を生 じた。

〔支〕

諸是三千大千世界一切好華。積至干膝以供一養仏。稽一首仏足右邊三匝以次合
　 へ 　 　 　 の 　ぞ

聚。於是仏土忽然不現。須輿之間已還彼国近香積仏。
　ぞ 　そ こ ぶ こ へ

〔什〕

以衆妙華若干種色若干種香。散一遍三千大千世界。供一養於仏及此経法。井諸

菩薩已。 稽L首仏足歓未曽有言。 釈迦牟尼仏。乃能於此善行方便。言已忽然不
へ こ 　 　 　 　 　 　　

現還到彼国。

〔玄〕

以無量種上妙香花諸荘厳具。供一養世尊及諸菩薩井此所説有尽無尽解脱法門。

復以種種上妙香花。散一遍三千大千世界。香花覆地深没於膝。時諸菩薩恭敬頂一
こ 　 こ 　 　が こ へ 　

礼世尊讐足右続三匝。称一揚讃一頬釈迦牟尼及諸菩薩井所説法。於此仏土数然不
　 こ へ 　 　 ぬ じ

現 。 経 須 輿 間 便 住 彼 国 。

〔Ch〕

(231a)Bcomldan'daslamchodpabyabadahbyahchubsems

dpa'dedagdah,choskyirnamgrahs'diIamchodparbyaba'iphyir

Stohgsumgyistoftchenpo'i'jigrtengyikhams'dithamscadphye

madah,sposdah,bdugpamahpothamscaddah,metoggispus

monubtsamdukhebsparbyaste,Bcomldan'daskyi'khorgyidkyil

'kho
rdu'ahmhonparbkrampabyasnasBcombdan'daskyi乞abs

lamgobosphyag'tshalte,Bcomldan'dasIaIangsumbskornasched

dubrjodpabrjodcin,denassaflsrgyaskyi2in'dinasmisnaflbar

gyurte,skadcigyudtsamthahciggis'jigrtengyikhamssposthams

cadkyimchogder'khoddo.

ZadPadanmizadpa乏esbγaba'ichoskyirdsoitskyile'ustebcuPa'o.
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〔高〕

世尊に供養 し,彼 等菩薩 とこの法門に供養 しおわって,こ のすべての三千大

千世界を粉と香 との多 くで薫香 し,華 によってなにほどか膝を うずめ覆い,世

尊の大衆会中にも散布をしてから,世 尊の御足に頭をつけて礼拝 し,世 尊を三

度び右続 してから,讃 頒を述べながら,そ の時,仏 国土より隠れて一瞬の間に

してすべての薫香世界の最勝世界に住 した。

有尽と無尽と言われる法の贈別の章第十。一

以上に,漢 訳の現存三本 とチベ ット語訳並びにその和訳の,五 訳対照を示 し

たのであるが,こ の様なテキス トは多分初めての試みであろうと思われる。ま

たこれに基づいて色々の問題を研究対象 として捕えることができるのであるが,

今回はそれ らの中から,い くつかの点についての考察だけを以下に記述する事

にする。

漢。蔵の品・章について
(6)

〔支 ・什 ・玄〕 に よる漢訳では,三 本共 「菩薩行品第十一 」とな ってお り,〔法〕

に よるチベ ッ ト語訳 は"Zadpadahmizadpa2esbyaba'ichoskyirdsohs

kyil。'u,t,b。upゴ ♂ 「有尽 と無尽 と訪 泌 法の贈別の章第乳 となって

いる。

そ の様 に品・章名 と品 ・章 の数 とが,漢 ・蔵 間に相異が ある。 それ は各 の翻訳

したサ ンス ク リット原典 が,そ うな っていたか らであ るのか,或 いは,訳 者 に

よる作為 が加え られたか らであるのか,の どち らかであろ うが,そ の解 明は,

どち らに して も,今 日,各 翻訳 の直接 の原典 が見 出 されていない為 に,断 定す

る事 はむつか しい。

ただ,チ ベ ッ トの章 ・数 の場合,他 の多 くの訳例 か ら,サ ンスク リッ ト本 と

チベ ッ ト訳 との形態が,よ く相応 してい る事があ る。そ うした類似性は漢訳 の

場合 よ りも確率が高い,と 一般 に認め られてい る。 したが って この経典に於け

る章数 も,サ ンス クリッ トの原典的 な型を示 しているものとみ る事が できる。

それに しても,品 章 の数が漢訳が 「十一」 であ り,チ ベ ッ ト訳が 「十」 となっ

ているのは,更 にそ の理 由を,探 ぐってみ る必要 がある。それ については次 の
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様な事に起因 している。漢訳の第三晶と第四品に当る部分を,チ ベ ヅト訳では

第三章だけの中に含めて記述しているので,髄そのところか ら品 ・章数のずれが

起って来たのである。こうした様相は,漢 訳の第十三品と第十四品とが,チ ベ

ット訳では第十二章の中に包含された形 となっているとζろでも,指 摘できる。

そ してこの数の相異は,チ ベ ット訳がサンスクリットの形態を保存しているで

あろ う,と 言う上述の観点からすれば,漢 訳の品数は多分漢訳者の見解による

ものではなかろ うか,と 言 う事になるが,断 定は控えなければならない。

また品・章名自体 も漢・蔵の異 りがあるわけであるが,漢 訳の場合,「 菩薩行」

と言 う品名に関係すると思われる文言を,文 章の中に求めてみると,〔支〕「阿

難,汝 且らく菩薩の行を観ぜよ」と,〔什〕「阿難,汝 等は菩薩の所行(行 ずる

所)を 捨置せよ」と,〔玄〕「汝等声聞は,諸 の菩薩の所行(行 ずる所)を 置き,
　

境界は応に思惟すべからず」等がある6
　

チベ ヅ ト語訳でみ ると,〔 法〕 「アーナ ンダよ,菩 薩を観 じな さい。 云 々。」

　
と 「アーナ ンダよ,菩 薩 の諸行 に対 しては,あ なた は平気 でいなさい。云 々。」

と言 う二つ の節 の中で各 々述べ られ ている文が,〔 支〕 と 〔什 ・玄〕 の各漢訳 に

対応 して いるものとなっている。つ ま り 〔支〕は 〔法〕 の前節 の一文で,〔 什・

玄〕は 〔法〕 の後節 に対応す るところの一文 となっているわけ であるが,い ず

れに して も,訳 文中の これ らの語が,品 名に関係を もって いると考え られ る。

特に 「菩薩行」 と言 う漢訳 の品名は,お そ らく始 めに,〔 支〕 が先に示 した

自らの訳文 と勘案 して設定 した のを,〔 什 ・玄〕 もそれをその ままに受け継いだ

ものであろ うと考え られ る。

一方 チベ ッ ト語
,〔 法〕訳 の章名 の文言を,経 所説 の中に探 ってみ る と,次

の様 な文章 があ る。"Rigskyibu,byahchubsemsdpa'irnampartharpa

塑padahmizadpa2esbyabayoddo"「 善 男子 よ,菩 薩 の解脱 は,有 尽
く　

と無尽 と言われ るのがあ る」 と言 うのと,こ れ に先行す る文 中に"choskyi

rdsohs≦igbdagcaglastalpargsol"「 法 の贈別 を し給 うよ う,私 達 にお説
　

き下 さい」 と云 うの とがあ る。 この両者 のア ンダーライ ンの部分 を合せ ると章

名 と同 じになる。
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E.L・m・tt。 氏 は,"zadp。d。hmi。adp♂ に サ ン ス ク リ 。 ト・kS。yak§ 。鋤

を 当 て て い る 。そ して"choskyirdsohs≦ig"の と こ ろ に は"dharma-visarjana"

く　　

を当てるが,後 者に関 してはなお少 し検訂を要する面 もあるようである。

ともあれ,上 記に対応する漢訳は,〔支〕「仏,諸 の菩薩に告げて言 く,有 尽

と不尽 との門あ り。云々」。〔什〕「仏,諸 の菩薩に告 ぐ,尽 無尽の解説の法門

あ り。云 々」。〔玄〕「世尊,彼 の諸来の菩薩に告げて言 く。 善男子 よ,諸 の菩
　

薩 の解説 の法 門あ り。有尽 と無尽 と名つ く。云 々」。 とあ る。 またそれ らに先

行す る文 中に,〔 支〕「願わ くは,仏,我 に贈 るに仏 の法を以 てせ よ」。〔什〕「世
く　

尊,願 わ くは少法を賜え」〔玄〕「世尊,願 わ くは少法を賜え」。 とあるそれ等

が,チ ベット文,〔法〕訳の章名にかかわ りをもった漢訳経中の所説である。

品・章名についての上来の考察により,漢訳品名は前述の様に,お そらく〔支⊃

の品名を 〔什・玄〕が継承 したと言えるのだが,経 では,仏 が多聞第一 とされ

る声聞阿難に,諸 の大乗菩薩行を説き,「菩薩行を観ぜよ」 と教示されている

ところか ら,そ れを とらえて品名を 「菩薩行」 とした と考えられ,ま た,チ ベ

ット 〔法〕訳の方は,世 尊が最勝香世界の上方菩薩たちに,「 あなたは学ぶべ

きである」 として説かれた 「菩薩の解説」,即 ち 「有為と無為」 の 「有尽 と無

尽」と言 うことを章名としてとらえている。

つまり,漢 訳は 「菩薩の諸行」 を,そ してチベ ット語訳は 「菩薩の解説」

(〔什・玄〕「菩薩の解脱法門」)の 内面を各々とらえた品・章名となっている。 し

か しながら,「菩薩の諸行」と 「菩薩の解脱」 は相異するものではない。 菩薩

の諸行は,解 脱を内実とし,菩 薩の解脱は,諸 行を捨てるものではない。たと

えば,「菩薩iの解説」を説いている中で,「有尽は有為であ り無尽は無為」であ

るとし,「菩薩は有為を滅尽されるべきでなく,無 為にも住 さるべきでない」

とし,そ して 「いかに して無為に住 しないかと言えば,何 時 も,空 を専心に
α①

行 じ(Vip叫a-Karita)も し,空 性を現証 しも しない。云 々」 と説いてい る。

「空を もっぱ ら行ずる」 と言 う事 は,大 乗菩薩の特色を示す在 り方の一つであ

り,「 空性を現証 しも しな い。」 と言 うのは,空 性を現証 と して無為に住す る事

を しない,と 言 う様な意味 である と解 され る。 「現証」 と訳 した チベ ッ ト語は
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"mhonsumdu"で あ り
,そ れはサ ンス ク リットのpratyak§a(形)に 対応

し,「 現前に」 とか 「現証」 と言 う語であ る。漢訳者 〔支 ・什 ・玄〕が共に 「証 」

「作証」 としているのに当 ってい る。

漢 ・蔵 の品 ・章 の数 と名題 について一応 これ らの事が考察 され るのであ る。
　

"Siksasamuccaya"に 引用 され てい る部分 につ いて
。

　
「維摩経」自体 のサ ンス ク リッ ト本 は現在見 出され ていないが,"Sik§asamuc・

caya"「 大 乗集菩薩学論」 の梵本の中に,他 の経 典 と共に 「維摩経 」は七回九

　 　

文 に わ た っ て 引 用 さ れ て い る 。 そ の"Siksasamuccaya"で は,"Aryavimala・

kirtinirdeSa"と 言 う経 名 を 掲 げ た り,経 名 を 出 さ ず に 引 用 さ れ た り し て い る 。

そ れ ら の 梵 文 が,現 在 知 ら れ て い る 「維 摩 経 」 に 関 す る 数 少 な い サ ンス ク リ ヅ

トの 文 章 と な っ て い る 。

そ の 引 用 文 の 一 部 が,こ の 当 面 の 五 訳 対 照 研 究 申 の 文 章 と,関 連 して い る と

こ ろ が あ る 。 そ の サ ン ス ク リ ッ ト文 を(特 に 直 訳 を つ け て)示 す と,

``Puna≦cokta血/yai≦cabhadantaAnandabhik寧ubhiranavakrantaniyamair

etadbh()janarpbhuktarpte§amevaavakrantaniyamanarppari尊arpsyati/

pe/yairautpaditabodhicittaibsattvaihparibhuktarpte$amutpaditabodhi-

cittanarppari4amsyati/yairutpaditabodhicittairbhuktarpte$amnaprati一

ぐゆ

labdhak寧antikanarppari尊arpsyatitivistara尊 〃

〔「さらにまた説かれた。 『大徳 アーナ ンダよ。 また決定位に入 らない比丘達

に よって,こ の食物 がたべ られたな らば,そ の同 じ(比 丘達)が 決定の証入を

し了 って,(食 物 は)消 化す るで し ょう』 及至r菩 提心を起 さない有情に よっ

て(食 物 が)た べ られたな らぽ,そ の ものが菩薩 の心を生 じた(時 に食物 は)

消 化するで し ょう。 菩提 の心 を起 してたべ られた ところの ものは,堪 忍性を得

られてな くて,消 化 しないで し ょう』,と,乃 至広説 。」〕 と言 う文 である。

それ は,チ ベ ッ ト語 〔法〕訳 では,「 大徳 アーナ ンダ よ,比 丘(達)が 決定

位に入 らないで,こ れ を(食 物)を たべたな らぽそれ ら(比 丘達)が,決 定 位

に入 った時,そ れ(食 物)が 消化す るで しょ う。』『有情 が菩提 の心 を生 じない

で,そ れ(食 物)を たべた ところのものには,菩 提 の心が生 じた時 にそれ(食
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物)は 消化す るセ し ょう。菩提 の心 を生 じて,た べ た ところの ものには,堪 忍
　

を得ない間は消化 しないでしょう。」となっている。〔前出の梵文の直訳は実は

この様な表現で解読されるものである。〕

その漢訳もまた 〔支〕「若 しは弟子行者,此 の飯を服食するに,道 を得ずば,

終に消せず」 「新たに大道を行 じて此の飯を服食するには,法 忍を得ざれば亦

消せず」。 〔什〕「若 し声聞の人,未 だ正位に入らざるに此の飯を食せる者は,

正位に入 り得て然る後乃ち消す。」「若 し未だ大乗の意を発せず して此の飯を食

する者は,意 を発するに至 りて乃ち消す。巳に発意 して此の飯を食する者は,

無生忍を得て然る後乃ち消す。」。〔玄〕「諸の声聞乗の未だ正性離生の位に入ら

ざる者,若 し此の食を食せば,要 らず正性,離 生の位に入 り巳って,然 る後乃

ち消す。」「諸有の大乗菩薩種性の未だ無上菩薩提心を発せざる者は,若 し此の

食を食せば,要 らず無上菩提心を発:し已 り,然 る後乃ち消す。已に無上菩提心

を発せる者,若 し此の食を食せば,要 らず当に無生法忍を証得して,然 る後乃
く　　 　

ち消す 。」 と訳 されて いる。以上は,梵 文 と蔵 ・漢 訳文 を対比 し考察 して,そ の

表現 の ニュア ンスを示 したのであるが,な お,次 の点について更に注意 され る

であろ う。

サ ンス ク リヅ トの"napratilabdhak頭ntikanarpparinamsyati"は ,「 堪忍

性(状 態)を 得 られ てな くて,消 化 しないで しょう」 と言 う意 味であ り,そ の

k§anti堕 を,漢 訳は 「法忍」 とか 「無生忍」 とか 「無生法忍」 と訳 してい る。

つ ま りk§anti璽 をanutpattika-dharma-kSantiと の関連 において解釈 してい

るわけであ る。更に 「消化 しな いで しょう」 と言 う言語表現 は,サ ンス クリッ

トとチベ ッ ト語 〔法〕訳は,同 じであ るが,漢 訳 〔什 ・玄〕 は 「～ 乃 ち消す」

と云 う表 現を用い 〔支〕は 「亦消せず」 と している。〔什 ・玄〕は肯定的表現を

と り 〔支〕は否定的表 現を とって いる。 〔支〕 はその点か らす ると,サ ンス ク

リッ トやチベ ヅ ト語 〔法〕の否定的表 現に近い と言え る。 だが,〔 支〕 訳 の場

合,前 出引用文 の前節 で,"avakrantaniyamanarPParipamsyati"「 決 定 の証

入を し了って消化す るで しょう」。 〔法〕「決定位に入 った時,そ れが消化す る

で しょう」。 〔什〕「正位 に入 り得て然 る後 乃ち消す 」。 〔玄〕「要 らず正性離生 の
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位に入 り巳って,然 る後乃ち消す」,と 言 う様に他が皆,肯 定的表現のものま

でも 「道を得ずば,終 に消せず」 とする否定的表現を用いている。

サ ソスクリットとチベ ット語 〔法〕訳は否定も肯定 も皆同じ表現であるが,

それに比 して漢訳は,否 定的な,ま た肯定的な表現が,訳 者により時 として異

なった表現があると言 う特色がある。

こうした問題は経中の各処で見出され る,ま たこの様な事のい くつかの考察

が学者によって発表されているが,こ こでは梵・蔵・漢の全体を,対 象とする事

の出来 る一例をとらえ,比 較の確実性をもとに細部の考究を行った。

難一 而 の文体 と説義

菩薩の行の 〔支〕「不住無数」,〔什・玄〕「不住無為」を説 くとにろで,〔玄〕
1/ニ ー レノ ニ ー

の漢訳が,「一錐一而一」 の形をいく度も用いている。たとえば 「謂諸菩薩難
γ　

行於空。而於其空不楽作一証。錐行無相。而於無相不楽作一証。云々」と言っ1た
こ 　 　 　 　ぞここ 　 　　 　 　 　 へ じ ここ 　

文章 が続 くのであ る。そ してそれは 〔玄〕 だけに用い られて いる形で 〔支 ・什)

は 別な形を とる。

〔法〕 に よる訳文 は,"gahgitshestohpafiidlabyahbarbyed亟stoh

pafiidmhonsumduX璽mibyed/mtshanmamedpalayohssubyah

barbyedkyahmtshanmamedpamhonsumdu魍mibyed/一 一',

とな ってい るが,チ ベ ッ ト語 の`Lcin--ya血 一:-kyah-yah-・"な どと言 う

のが 〔玄〕 の 「一 錐一而一」に対応す る語に 当て られ る。

「一錐一而一」 は,r空 を行ず る」 と言 う事 と,「 其 の空 に於 て作証す る事 を

ねがわない」 と言 う双方を,条 件を示す逆態接続的用法 で表現 している と言 え

るのであ る。一方チベ ッ ト語訳の方は 「空性を もっぱ ら行ず る」事 と,「空性 を

現証 しも しない」 事,と 言 う二つの ものを,"-cif1-yah-"と か"二kyah-

yah-"で 聚 合 ・強勢 の不 同接続的 な表現 を とっている。 そ こで この ところを

「空性を もっぱ ら行 じも し,空 性を現証 しも しな い」 と訳 したが,そ れ はまた

「空性を もっぱ ら行ず るけれ ども,空 性を現証 しも しない」 と言 って も よい。

漢訳 とチベ ッ ト語 の文法は,各 各そ の独 自性を もっているのであるが,し か

しなが ら,こ の部分 に関す る 〔玄〕 と 〔法〕 との訳形及 び意味表現 の仕方は,
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両者近似 した方法で示 されてい る。

玄装が イン ドか ら唐に帰朝 したのは唐,貞 観19年(AD,645)正 月 で,そ

れか ら麟徳元年(AD,664)二 月(65歳,一 説63歳)迄 に,凡 そ75部,1330

巻 に わた る諸経 論の 訳述を した と伝 え られ る。 チベ ッ トの 訳官僧Chosfiid

tshulkhrims法 性 戒については,今 の ところその年 代業 蹟等 を明確 に されて

いな いのであ るが,イ ン ド仏 教のチベ ッ トへの流入は600年 代 か ら始 ま り,788

年 頃 にはデ ンカルマ 目録が編纂 されてい る。 それには凡そ750部 の翻 訳経論 名

が記 されてお り,そ の後 チデ ソソツェ ソ王 の代(800年 代 の前半)頃 には,よ

り大部のチベ ッ ト語 訳三蔵 が整 え られ ていた と見 られ てい る。

その様 な事 か らして,「 維摩経」 の漢 ・蔵 各訳本の中,〔 玄〕 と 〔法〕 との翻

訳年 代が最 も近 いわ けであ り,ま た両者 が翻訳 に用 いたサ ンス ク リヅト原典 の

作成年代 も,お そ らく,同 時代か あま りか け離れ ていない ものであ ったであろ

うと思われ る。 したが って経記述 の内容 も比較的近 い形 を もっていた と言え る

であろ う。 加えて,チ ベ ッ ト訳仏典 は,ジ ャ ック・バ コー氏(JacquesBacot)

が言 う人工 的国語(langueartificelle)を 「梵文の上 に貼 りつけ るよ うに直訳

　

して行 った」 ものである。他方漢訳は,中 国民族が 「その独自の文化的内容を

もつ漢語 と言 うものの中に梵語仏典を摂取 し,漢 訳の中にそれを凝結す るよう
　

に形成 して行 った」 ものである。 したがって両者には各各別異の価値があるの

だが,〔玄〕の場合,そ う言 う独自性にあ りながら,彼 自身の翻訳は,で きる

だけ原典に忠実に,ま たできるだけ原典の意味をよく顕わそ うとした訳文を形

成 していると言 う事がある。 この事は 「維摩経」だけではな く,彼 の多 くの漢

訳仏典について言えるのであるが,そ うした 〔玄〕 や 〔法〕 の特色が,当 面

の 「 錐 而 」 とチベット訳 〔法〕の`Lcin-ya血 一:-kyah-yah-"等

の用例の上にも表現されている。

原典の梵文が どの様であったかは今断定できないが,〔玄〕も 「法〕 も,よ

り原文に近けようとした結果が,前 にも述べた,両 訳の近似 している方法を生

む事になっているようである。 なお 〔支〕〔什〕は,上 述の言語表現に相当す

るところを,〔支〕「謂求為空不以空為証。謂 く,求 は空たるも空を以て証とな
レ ニ レ フレ
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さず」。 〔什〕 「謂修一学空不以空為証。 謂 く,空 を修学すれ ども空を以て証 と
ニ ー 二1/ア

なさず」。 と読める訳文になっている。 こうなると,そ れは 〔玄〕の示 してい

る,原 典的言語用法の具体的な表現 とは別な形の漢訳文 とな り,漢 文 としての

理解に主体を置いたものとなっている。特に 〔什〕の場合は,そ の様な志向の

もとに漢訳がなされ,そ れ故に経の全体が,他 者の漢訳 よりも読み易い文章 と

なっている。 また こうした点については,「 注維摩詰経」の中に 「什日,梵 本
ク ニハ

云々」の説明がよく記されている事からもわかるのである。そこでは自分の訳

した言語の梵文や梵語の直接の漢訳語を示 し,原 典にはこうあるけれども,今

はこう言 う意味から,別 な表現を したのだ,と いった注釈を与えているのであ
(絢
る。

なお 〔玄〕 の 「一難一而一」 に対応する 〔什〕 の表現は,た とえばやは り

「観正法位而不随小乗」 とある様に 「一而一」 とする形を用い,そ れが他より
こ 　 じ　 こ ら

も多 くな ってい る。

〔玄〕 のそ の ところは 「錐観無生。 而於二乗 不堕正位 」 とな ってお り,一 様
1/ニ ー ニ ー レ〆 ニ ー

にみな 「一難一而一」の形で,統 一 して表わ している。 〔支〕はこの一連の部

分で,「観於無我以大悲乗而成済之」 の形を一度だけ用いている。 前述の様に
二 一 ニ ー 匹!レノ

ここでも 〔什〕は 「観於空無而不捨大悲」とし,〔玄〕はr難 観無我。 而於有
二 一1/ニ ーb/ニ ー-L二

燈 ㌃ 捨 大 斐 」 と し て い る の で あ る 。 一 方 チ ベ ッ ト訳 〔法 〕 で は"bdagmedpar

sosorrtogkyahsemscanlasfiihrjechenpomihdor,,「 無 我 を 伺 察 し

　

も し有情 に対す る大悲を捨てない」 とな って いて,"一 一kya血一"だ けで示 して

い る。〔法〕では一連 の文形 中二三 この形 を とるが,そ れは"-kyah-yaf1-"の

意 味に解 して もよい。 なお文章 と しては,「 一而一」 や"kyaf1"よ りも 「一一ee

-一而 一」 や`Lkyah-yah-"等 の方 が
,強 い意 味にな って来 る。

ところで,そ の様な形で説かれてい る 〔玄〕「無相 を行ず る と錐 も,而 も無

相 に於 て作証 す るを楽わず」 とか,〔 法〕「無相を積習 して行 じもし,無 相を現
　

証 しもしない」 な どと言 う事は,一 体 ど う言 う意味に解釈 され るのであろ うか。

先 ず 〔法〕 の訳文 か ら検討 して行 く事にす る。 「積 習 して」 と和訳 したチベ ッ

ト語 は,``yohssubyahbar"で,サ ンス クリッ トは(parijaya)(m)の 変 化
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形であろ うと考えられる。 そしてそれは 「修習」「積習」 とか 「熟練」 などの

意味がある語である。そ こで菩薩は 「無相を熟練 して行 じているけれ ども」 と

言 う意味になる。 次に 「現証」については,前 に関説 した"mhonsumdu"

(pratyak$a(mfn))で あ り 「顕著な」「目にみえて」 などの意味をもつ語であ

る。そこで 「無相を顕わに現 じもしない」となる。 また 〔玄〕の 「作証」は,

「証を積極的にする」 の意であ り,pratyaksaを その様に訳したと思われる。

そこで,「 無相を行ずるけれ ども而も無相に於ける証(さ とり)を 積極的に示

す事をねがわない」 と言 う様な意味にとれる。 「無相を熟練 して行 じている」

「無相を行ずる」 と言 うのと,「 無相を顕わに現 じもしない」「無相に於ける証

(さ とり)を 積極的に示す事をねがわない」と言 うのとを,不 同接続的(Tib)

や,逆 態接続的(漢)用 法で表わ しているわけである。 しか しながら所説の内

容は,た とえば,無 相でもあ り,有 相でもある,と す る様な相反,違 逆 したも

のではない。そして無相を行ず るのと,無 相を顕わにしもしないとは,全 同で

もない。 と言 う事は,無 相を行じて,無 相を現証(顕 示)し ている,と 言 うな

らば,そ れは順態である。 しかし経説はその様に述べてはいないのである。経

の意味するものは,無 相を行 じても,無 相を現証(顕 示)し ているのは,そ れ

は無為無相に住するもので,諸 の大乗菩薩は,無 相に熟達 しても無為無相に住

す るのではない事を示そうとしているのである。

それは,空 であるものには,何 の相 もな く,空 も亦復空,無 相も亦復無相で

あって,無 相に止住 し顕わにする様態,へ の批判と,そ の限 りない展開を意味

している。そ ういものが菩薩の無相だと言 うのである・

更にその無相についてまた経の不二法門を説 くところで,〔支〕「深妙菩薩日。

空異・無相異・無願異為二。如空則無相無相則無願。無願者不意不心不識不行。
　げ 　ぞ

其以一向行衆解門者。是不二入」。〔什〕「深慧菩薩日。是空是無相是無作為二。
ニ ー1/

空即無相無相即無作。若空無相無作則無心意識。於一解脱門即是三解脱門者。

是為入不二法門」。〔玄〕復有菩薩名甚深覚。作如是言。空,無 相無願分別為二,
　ぞ 　 へ こ 　 こ　 へ 　 　ぞ 　 し　

若諸菩薩了一知空中都無有相。 此無相中亦無有願。 此無願中無心無意無識可転。
三 ア レ!レ レ γ!/一 フ働 一

如是即於一解脱門。具一摂一切三解脱門。若此通達。是為悟一入不二法門。〔法〕
1/二 一 ニ ー一・一 レ!二 一
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``Byahchubsemsdpa'Blozabkyissmraspa:

Stohpafiidkyahg2anla夏ntshanmamedpadah,smonpamed

payah92anno2esbyabadenigfiiste,stohpagahyinpadela

tshanmagahyahmeddo.Mtshanmamedpalasmonpamed,

smonpamedpalasemsdah,yiddah,rnamparSespargyuba

medde,gahrnampartharpagciggisgodelarnampartharpa

thamscadkyisgornamssubItabarbyabadenigfiissumedpa'i

'.岬,,
JugpaO・sgOr

〔高 〕「深 慧菩薩が言 った。空 とも別で もあ り,無 相 とも無願 とも別である と

言われ る,そ れは二であ り,空 である ものは何 の相 もない。 無相の上には願

(pranihita欲 願)は な く,無 願(apranihita欲 願 を離脱せ る)の 上 には心 と・

意 と,識 の取相 はない。凡そ一解 脱 門に於 て,す べ ての解脱 門を観ぜ られるべ

き ものが,不 二 門に入 る事 である」。 と述べて いる。

先 に考察 した不住無為 の,空,無 相,無 願 の特 に無相 を中心に訳文の説明を

し,同 時に義 に於 け る解 釈を述べたのであ るが,不 二門で も,空,無 相,無 願

について説いてい る。 そ して不住無為 と不二門の所説を合せ考え る と,空 をも

っぱ ら行 じもし,空 性 を現証す るのは,空 とも別 な もの,空 の異であ る。無相 を

積習 して行 じもし,無 相を現証す るのは,無 相 の別,無 相 の異である。無願 も

亦そ うであ る。 しか しなが ら,空 を もっぱ ら行 じもし,空 性を現証 しも しない,

無相 を積 習 して行 じもし,無 相を現証 しもしない,無 願 もそ の様で あると言 う

それ は,空 亦復空に貫ぬかれ た無相亦復 無相,無 願で あって,そ こに心意識 の

顕わな取相があ るのではない,空 を も無相を も無願に もと らわれ のないのが菩

薩の境地であ り,そ のはた らきが菩薩行 である。

この様 な心意識 に在 る事 に於 て,物 事 をあ りのままに見,正 し く判 断す る事

が できるのであって,心 意識 がない とか,単 に心意 識が停止す る様な意味を示

す ものではない。,

間 疾,を 説 くところで も次の様に述べてい る。〔什〕「壁行無相亜 度衆生。量
レ ー 一 一 一 ㈹

菩薩行」〔玄〕若楽観療 無相所行。而求度税 有情所行。是則名為菩薩所行」。こ 　　 　 　 へ 　し 　 のじ

〔法 〕"gaflmtshanmamedpa!ahspyodyullasemscanrabtugrolbar
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byabaIadmigsSihrtogpa'ahspyodyulbadenibyahchubsemsdpa'i

　

spy6dyullo."〔 高〕「無相をば行境(gocara境 涯,所 行)と し,有 情が解脱

せ られるべきを所縁 とする了解もまた行境 とする,(と ころの)そ れが,菩 薩

の行境である」 と。上に記 した 〔什〕の,錐 一而一是一 の形は,〔法〕のチベ

ット文によると,不 同接続を用いなが ら,ま た関係代名詞を用いて文をつなぐ

形である。おそらくサ ンスクリットもそ うであってapi又 はcaと かyat-tat

のような語を有する文章 となっていたであろう。インドゲルマン語族であるサ

ンスクリットの文体を,漢 文で表現 しようとした一つの例が,〔什〕の錐一而一

是一である。〔支〕には相当文がない。

その様にして説かれている経文の義は,「無相を行ずる」「無相を観察する」

「無相をば行境 と」 する事即ち先にも述べた無相であって無相にもとらわれの

ない境地が,「 しかも衆生を度す」「しかも有情を度脱する所行を求むる」〔法〕

Tib.略 。「有情が解脱せられるべきを所縁とする事の了解,も また行境とする」

といった菩薩のあ り方にになる。無相である菩薩の境地が,有 情に向けられて

有情を縁 とし,有 情にはたらく様態を述べたものである。その時に,菩 薩はも

とより,度 脱せ られるべき有情にも無相が行 じられて行 くのであって,こ の様

な限 りない在 り方やはたらきが,菩 薩行であると解 される。

なぜ,無 相である菩薩が衆生を度脱する所行を求めるのか,な ぜ無相である

菩薩の境地が,有 情に向けられ有情を縁 としてはたらいて行 くのかと言 うと,

これについても,経 中で色々の面か ら説いているが,今 五訳中の前に関説した

一例で示す と,〔支〕「無我を観 じ,大 悲の乗を以て而 も之の済を成ず」。〔什〕

「空無を観 じて而も大悲を捨せず」。〔玄〕「無我を観ず と錐 も,而 も諸有情を成
　

熟する事を成ず」。〔法〕Tib.略 。〔高〕「無我を伺察 しもし有情に対する大悲を
　

捨てない」等 と,説 かれている。 これは無我の妙観察の智が大悲方便として有

情にはたらく様を述べたものである。そして無相の場合も,無 我であるから無

相であ り,そ の無相にもとらわれないのが無相の在 り方である。そ して無相が

有情にはたらくのは,無 我の所説で言 う大悲心と同様,大 乗の利他の精神の発

露によっている。
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この品章の前半で世尊が阿難に,さ まざまな仏のはたらきを説示 されている

ところがあるが,そ れは,あ まね く十方世界に於て,諸 の変化を以て有情を訓

育 し,有 情を導びいてその仏道を成就せしめようとする,利 他の様相を述べた

ものである。そして経の中で 「ある時は,菩 薩が仏のはたらきをす るところの

仏国土 もある」 と言われているが,仏 の教えにもとずき,仏 の願力に支えられ,

無数無量劫に他への殊勝なはたらきを広めて行 く,そ の大乗教理の諸相の基本

を説いているのが,こ の品章の後半の所説となっている。

臨済禅師が言った,「心法は形無 うして十方に通貫す」と。 これを,心 法心

性には固定 した形態やすがたは無いが,あ らゆる面に通貫 し遍満 している,と

いった解釈で説明されている場合がある。なおまた,本 稿で上来考察 したとこ

ろをふまえて表現すると,心 法心王の機能 としての心意識は,取 相はなく無相

であ り,無 相の本源をさとって,そ の無相である在 り方が,縁 ってもってあら

ゆる面にはた らきをもつと言 う,大 悲方便によって,有 情の上に敷衛されて行

くそれは,ま さしく仏の成道後の決心の伝承であ り,そ のはたらきの限 りない

展開を言 うもの,と も解釈される。解釈の前者は,臨 済の語と言 う建物の,平

面図を示 し,後 者は立体図とでも喩えられるであろうか。

不住無為,不 尽有為について

次に,菩 薩の 〔支〕「不住無数」「不尽数」。〔什・玄〕「不住無為」「不尽有為」。

〔法〕"'dusmabyaslamignas≦in'dusbyaskyanzadparmibyeddo"
　

〔高〕「無為に住 しないし有為 もまた滅尽 しない」。 ことの所説の中で,〔什〕の

訳文が,多 くの項 目を欠いている点についてふれておこう。

上記の様に 「無為に住 さず,有 為を尽 さず」を一つの文体項 目として数える

と,〔支〕で,十 一。〔玄〕で,十=二 。〔法〕で,十 二等の部分の所説が,〔 什〕

訳に示 されていないのである。 これに関しては 「注維摩経」の注釈でも,何 も

記 されていない。

ただ 「又具福徳故不住無為。具智恵故不尽有為」の注記で,今 迄は一・門の中
ニ ー5!ニ ー 二 一 レ ニnt

に一義を現は した(不 住無為)の であるが,「 今は一門の中に二義を兼具する

(不住無為と不尽有為)を 明かす。 若 し無に住さざれば則ち有を尽さず,有 を
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尽さざれば則ち無に住さざるな り」 と述べた什の解釈がある。

欠落の部分は,一 般的に考えると,什 訳の梵文原典に,始 めからなかったか,

または什訳を写 し伝える過程で欠落 したか,更 に什自身が作意的に略 したもの

なのか,そ れ らのいずれかであろうと言 うことになる。 しか しながら第一一につ

いては,多 くの部分が什よりも古い 〔支〕の訳文にあ り,〔什〕 より新 らしい,

〔玄〕 と 〔法〕の訳文にもある事実から,〔什〕の原典だけにその梵文がなかっ

た,と は言い切れないようである。

第二については,経 の本文に於けるこの部分 と,「 注維摩経」での文章 とが

同じである。そこで伝写時の欠落とするためには,何 か欠落部分を有する什訳

の別本が見出されなけれぽならないであろう。

この様に考えてくると,若 しかすると,什 自身が繁を避けて省略 したのかも

知れないのである。そ して前述の様に,什 自身が注釈 して,「今は一門の中に,

二義を兼具するを明す云々。」 と言っている点などか らして,他 も,同 じ形で

説かれている経説の,一 部を示すだけに止めたのではなかろうかと推察する事

もできる。

なお 〔什〕の示 している項 目は,先 述の福徳と智慧との不住無為 と不尽有為

の他,「大慈悲故不住無為。 満本願故不尽有為。 集法薬故不住無為。随授薬故
1/ニ ー ニ ーL/ニ ー ニ ーL1二 一1/　

不尽有為。知衆生病故不住無為。滅衆生病故不尽有為」の三項 目を挙げている
じ　 　 へ 　 　 　そ こ 　 こ 　 　　 　 　

のであるが,そ れを,単 に同じ文形の繁を避けるためであろう,と する理由だ

けの説明では,な にか物足らない面もあるようにも思われる。

そこで少 し教理的 な面からの解釈を補足 してみると,「具福徳故不住無為。
ニ ー/二 一

具智恵故不尽有為」は,こ の場合,経 説の前文に 「福徳禅定智慧云々」と述べ
ニ ー レ ニ ー

ているところから,「福徳を具す」 とは,六 波羅蜜,六 度の布施乃至忍辱等を

修 している事であ り,「智慧を具す」 とは,禅 定 と智慧を修 している事であると

解される。福徳 と智慧を具するのが大乗の菩薩であ り,菩 薩はその六度万行を

修 して行 く者でもある。〔什〕 は,福 徳 と智慧を具 した菩薩のあ り様を前述の

「無に住さざれば則ち有を尽さず,有 を尽さざれば則ち無に住さざる也」 と言

う注釈を加えて,無 と有の不尽と不住の様態を述べている。
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なおまた,「 尽とは有為,無 尽 とは無為であ り,菩 薩は有為を滅尽されるべ

きでな く,無 為に於ても亦住されるべきでない」。 と言 う経の説 くそれ自体の

定規に関しては,別 に述べたたいと思 うので,こ こでは所論の対象とする事を

さけるが,よ うす るに菩薩のはたらきは前項で述べた様に,自 利に止まらず,

それが利他へとはたらく時,不 住無為,不 尽有為とする態を取 る。経では 「善

行方便のために無為に住 しない,智 慧によって詳察す るために有為を滅尽しな

い。 仏国土 を清めるために無為に住 しない,仏 の所依処(adhi§thana立 脚

点,覚 語,決 心)の 故に有為を滅尽 しない。有情の利益を識 る(経 験する)た
　

めに無為に住さない,法 の義を説 くために有為を滅尽 しない」。等 と説いてい

る 〔法 ・高〕。こうした菩薩のはた らきは,実 は無数無量である。 であるから

什訳は一端を示 し,理 をさとらせて多くを知 る方法を取 ったのであろ うかとも

考えられる。

この品章の要点

「維摩経」の各章品の中で,始 めに,仏 の説法の時(「是の時」「その時」)と,

場所(「奈氏園」 「篭羅樹園」「篭羅衛林」「アームラパーリーが衛る園林」)と

を設定 し,ま た会衆について述べているのは,第 一品章 と,こ の品章だけであ

る。第一の品章が,時 と場所 と会衆 とを説 くのは普通であるが,こ こでも再び

時と場を説 く事に始まり,特 に会衆が仏陀を見,礼 拝 し,説 法を聴受 しようと

して集まり,世 尊に稽首 し,右 続 して停み,世 尊の法語があ り,世 尊の言葉を

受けて座 した,と 言 う様な描写が記されている。インド仏教に於ける,説 法の

場での法式の一形態を伝えている点で,こ のところの記述は注意させ られるも

のがある。

また前にも関説 したが,こ の品章は前半 と後半の所説の様相が異っている点

がある。どの様な点であるか と言えば,前 半は,世 尊 と最勝の菩薩大士維摩譜

と最上香台からの菩薩と,そ して,仏 の十大弟子 と言われる中の舎利弗 と阿難

陀とが登上 し,仏 と維摩と舎利弗と阿難陀が各各対話の形で,有 情を訓育する

為の教え,即 ち 「一切諸仏の法門に入る」を説いて行 く。そ して 「無上正等覚,

如来,仏 陀と言はれるものの行境やはた らきを述べ,ま た大乗菩薩の所行の境
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界は,声 聞法によってよく測る事が出来ないし,維 摩が示現 した変化,神 通所

作は,声 聞 ・独覚の変化,神 通,所 作を以ては及ばないと言 う事などを説いて

いるのが,前 半の要点である。

そ して後半では,一 切妙香世界の最上香台如来の仏土から参集 した菩薩たち

が,彼 等の仏国土に還った時,世 尊を常に記憶するために,世 尊の教法を贈別

としておときいただきたいと請 うたのに対 して,世 尊が彼等菩薩に答えておと

きになった,「 有尽無尽の解脱法門」 と名づけられる教法の各各を記述 してい

る。

それはまず,有 尽 と言 うのは有為であ り,無 尽 と言 うのは無為であ り,菩 薩

は有為を尽さないし,無 為に住さないものだ,と する語義規定を説 く事から始

まっている。そ して,有 為を尽さないとはどう言 うものかについて述べ,続 い

て無為に住さないとはどう言 うものかを述べる。この 「不尽有為」「不住無為」

の各各の所説が,後 半の内容 となっている。

有為を尽 し,無 為に住するのは,大 乗以前の重要なさとりの在 り方であった。

それが般若経典では,「有為空sarpskrta-'sUnyata」,「 無為空asamskrta-'san-
　

yata」,「畢尭空atianta-'sanyata」 を説 く様にな り,「維摩経」になると 「不尽

有為」「不住無為」が説かれて来るのである。

菩薩は有為空を得て有を尽 しつつも衆生を成熟するために衆生に法薬を授け

るのでなければ,法 の種を相続する事ができない。それ故に 「不尽有為」のあ

り方を取る。 また無為空であっても,(空 をもっぱら行 じつつも)自 ずか ら空

に止まらないで,衆 生を縁 として大慈大悲のはた らこをする,そ の故に 「不住

無為」である。

その様に,有 為,無 為か ら有為空,無 為空,畢 寛空へ,有 為空,無 為空,畢

寛空か ら 「不尽有為」,「不住無為」へ とする教法の流れを見ることが出来る。

仏教のこの思想教理的体系をふまえて,「 維摩経」を読む事が必要であ り,そ

うする事によって経の理解を深める事になる。

また,菩 薩の 「不尽有為」「不住無為」であるはたらきは,「浄仏国土」の建

設へのはたらきでもある。それはめざましい科学文明の進歩や,社 会組織の多



漢 ・蔵 ・和五訳対照 「維摩経」菩薩行晶49

様化にともない,非 人間化への道をたどろ うとする今日,仏 教が,よ りよい世

界を建設するための歴史創造のあゆ竣に参画する,Lつ の方途を指向している

とも考 え られ る。

注

(1)大 正 新 修 大 蔵 経(正 蔵)第14巻1。pp・533a～534bか らテ キ ス ト作成 。

(2)正 蔵 同 上PP.533b～554e〃

(3)正 蔵 同 上PP.581b～584a〃
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⑭ 「チ ベ ッ ト語 古 典 文 法 学 」 稲 葉 正 就 博 士,序 。
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⑲ 正 蔵p・545c〔 什 〕。 同p.56gc〔 玄 〕。
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⑳ テ キ ス トp.28。

⑫ テ キ ス トp.28。
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㈲ テ キ ス トpp.29～30。
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169。

⑳ 久 松真 一 博 士 著 「維 摩 七 則 」 に は,経 の什 訳 か ら得 られ る理 解 を も とに,博 士 自身

の学 識 と体 験 に よる見 解 を述 べ られ て い る。小 生 の論 稿 は,研 究 の 方 法,教 理 的 説 示

そ の他 に於 て,必 ず し も 「維 摩 七 則 」 とは全 同 で は な いが,た だ,「 維 摩 経 」 の 精 神
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